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ワイルドライフ写真大賞は、イギリス・BBC ワイルドライ

フ誌とロンドン自然史博物館が主催する自然写真を対象とし

た世界的なコンテストです。

写真の芸術性を追求するとともに、環境や自然に対する関

心を高めることを目的として1965 年にスタートし、98年度の

コンテストでは60力国、20,000点以上の応募がありました。

今回、市立博物館では、98年度入賞作品85 点すべてを展

示し、自然の素晴らしさをお届けしたいと考えています。

世界各国の写真家たちが撮影した、時には厳しく、時には

ユーモラスな自然の姿をお楽しみください。そして、皆さん

の身近なところにもさまざまな自然の営みがあることを見つ

けるきっかけとなれば幸いです。

擱市立博物館c384 ―8181

「
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ジ

ェ
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博物 館案内図

◇新京成八柱駅下車またはJR 武蔵

野線新八柱駅下車徒歩箍分

○八柱駅南口から新京成バス小金

原団地行きで「公園中央口」下車

人 目 と 世 帯　5 月1日現在

人口

男

女

世帯

主な内容

会議公開制度の実施状況

市政協力員を委嘱　　　　　 ②

老人保健制度　　　　　　　 ③

みんなで支える国民健康保険 ④

成人歯科健康診査　　　　　 ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

「

背
中
を
掻
く
ゲ
ム
ズ
ボ
ッ
ク
」

メ
ア
リ
ー
・
ア
ン

ー
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

｢ゾウアザラシの子｣

エドムンド・フェローズ

図

書

館

が

お

休

み

し

ま

す

６
月
１
日
関
～
1
4日
非
の
問
、
図
書
館
本
館
・
分
館
は
、
特
別
整
理

期
間
の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。
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人権擁護委員

1998 年度ワイルドライフ写真大賞

「ボクシングをするノウサギ」マンフレッド・ダネガー

1998 年度ヤングワイルドライフ写真大賞

「サケを捕るアメリカグマ」ブランドン・Ｔ・ガーランド

会期…7月11日

まで
(休館日＝毎週月曜日、第４金曜日)

時間…午前9時30分～午後5時

( 入館 は 午後４時３０分 まで)

会 場 …市 立 博 物 館 企 画 展 示 室

展 示内 容 …1998 年 度 入 賞 作 品　 ８５点

観覧料…３００円(240円)、高・大学生１５０円

(１００円) 、小 ・中 学生 １００円( ６０円)

〔(　) 内 は団 体料 金 ／２０人 以 上〕

※常設展示観覧料は別料金。第２・４土曜日は小・中学生は無料

委 員 名 住 所 電　 話

有坂　星子 金ケ作306 38ワー5055

和田　康男 松戸新田18-4 362-ﾜ853

高橋　むつき 上本郷2334-6 36ワー1404

鈴木　一夫 二ツ木144-2 3∠11-0192

瀧田　泰子 上本郷3730 362 一2683

山田　英夫 小山265 362-8886

沖 英雄 松戸1488 361-0888

南雲　祥子 上本郷3212 362-503ﾜ

長谷川　智 馬橋1858 341-5231

上野 弘一郎 胡録台31ワー4 363-4625

若林　桂子 ニツ木1688 3∠15-3840

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
国
民

の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る

た
め
、
昭
和
2
3年
に
政
令
に
基
づ

い
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

最
近
の
わ
が
国
の
社
会
経
済
の

厳
し
い
状
況
と
国
民
の
権
利
意
識

あ
る
い
は
価
値
観
等
の
多
様
化
に

伴
い
、
自
己
の
「
人
権
」
の
み
を

主
張
し
、
他
人

の
『
人
権
』
を
軽

視
す
る
風
潮
が
見
受
け
ら
れ
、
人

権
問
題
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
こ
れ
を
機
会
に
、

啓
発
活
動
重
点
け
標
を
「
考
え
よ

う

あ
な
た

の
人

権

わ
た
し

の

人
権
－

ひ

ろ
げ
よ

７ヽ
心
と

心

の
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク
」
と

定
め

積
極
的

な

啓
発

活
動

を
展
開
し

て

い
ま
す

。

人

権
擁

護
委
員

は
、

皆
さ

ん
の

ご
相

談
を

お
受

け
し
て

い
ま

す
。

い
じ
め
・
体
罰
、
差
別
問
題
、

家

庭
内

の
も
め

ご
と
等

毎
日

の
暮

ら
し

の
中

で
起
こ

る

さ
ま

ざ
ま
な

問
題
に

つ
い
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。

※
人

権

相
談

の
日

時

・
会
場

に

つ

い
て

は
広
報

ま

つ
ど
の
相

談
案

内

で

ご
案

内
し
て

い
ま
す

。

舞
援

護
課

庶
務

係

昔
鰯

・
７

３
４

人

権

擁

護

委

員

制

度

を

ご

存

じ

で

す

か

６

月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
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審議会等の会議は原則公開
～行政の透明性を高めるために

市では、今年1 月から審議会等の会議を原則公開とし、会議の状況を市民

の皆さんに明らかにすることで、審議会等の透明性・公正性を高め、信頼

と理解を得るとともに、行政施策の計画・立案段階での有用な情報を提供

しています。

匱総務部総務課S366-7305

会

議

公

開

制

度

の

実

施

状

況

今
年

１
月

か
ら

３
月
ま

で
の
審

議

会

等

の
会

議

の
開
催

回
数

は
延

べ
四

十

五
回

、
こ

の
う
ち
公

開

で
開
催

し

た
会
議

が
十
二

回

、
個
人

の

プ
ラ
イ

バ
シ

ー
を
取

り
扱
う

な
ど

の
理

由
に

よ
り
非
公

開

と
し
た

会
議

が
十
三

回

で
し
た

。
そ
の
他

二
十

回

の
会

議

は
、

会

議

の
公

開

に
関
す

る
指

針
に

沿

っ

た
今

後
の
方

針
を

決
定
す

る
た

め

の

事
案
を

含

め
審
議
し

た

た
め
、
公

開

・
非
公

開
に

つ

い
て
は

、
未
決

定
で

開
催

さ
れ
ま

し
た

。

各

審
議
会

等
で

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の

審
議
内

容

か
ら
公

開

が
可

能

で
あ

る

か
ど
う

か

の
決
定

を
し

、
公

開

が
決

定

さ
れ
た
審

議
会
等

か

ら
順
次

会
議

の
公

開
を
実

施
し

て

い
ま
す

。
こ

れ

ま
で

に
公

開
を
決
定

し

た
審

議
会
等

市
と
地
域
の
パ
イ
プ
役

市
政
協
力
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

４
月
2
3
日
、
市
民
会
館
で
市
政
協
力
委
員
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
伝
達
や
地
域
の
要
望
の
取

り
次
ぎ
な
ど
、
市
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
任

期
は
二
年
間
で
す
）
。

皆
さ
ん
の
地
域
の
市
政
協
力
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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登
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〔
本

庁
地
区

〕

平
潟
高
橋
友
次
、
納

屋
川

岸
石
井
賢
二
、

本
町
石
井
保

・
稲
葉
八
朗
、
一
丁
目
向

山
下
原
田
光
治
、
二
丁
目
堀
口
和
男
・

鈴
木
正
家
、
三
丁
目

（
西
１
）
宇
田
川

清

（
西
２
）
松
戸
武

（
西
３
）
安
田
保

一
　（
束
１
）
原
島
政
弘

（
東
２
）
松
戸

高
治

（
東
３
）
関
兼
雄

（
束
４
）
多
羅

尾
定
子

、
松
戸
山
下
鈴
木
利
之

・
中
田

正

明
、
陣
ヶ
前
松
戸
弘
・
佐
藤
留
治
・

大
竹
鐵
彦
、
宮
前
町
剛
岡
田
撤
㈹
廣
瀬

芳
男
㈱
宮
内
明
、
角
町
栗
山
喜
夫
・
宮

田
友
敬
・
飯
塚
豊
子

・
東
野
孝
清
、
下

横
町
大
貫
忠
宏
、
小
山
徳
丸
力
(
1
)
加
勝

栄
一
白
田
嶋
滋
㈹
横
尾
政
治
0
0庄
司
栄

一
㈲
杉
本
義
一
個
石
倉
登
紀
子
剛
坂
井

邦
彦
㈲
高
安
源
治
㈱
内
野
久
美
子
㈲
柳

澤
真

二
皿
伊
藤
美
代
子
㈲
高
橋
秀
文
㈲

樋
田
実

〔
明

第

一
地
区
〕

松
戸
新
田
川
三
好

一
男

（
東
）
植
竹

陌

易

申

高

橋
巌

㈱

野
尻

幸

男

㈲
平

賀
荘

吾

（
寒
風

台

）
藤

井

勇

、
仲
井

町

田

中
悦

二

、

京

流

自

治

会

武

田

清
、

稔

台

大

井

藤

一

郎

申
古

島
久

芳

㈲
深

沢

正

治

㈹

海
老

沢

菁
兵
衛
申
立
入
政
爪
草
彅
貞
旭
㈲
小
林

友

三

郎

剛
大

木

克
夫

㈲
松

波

明
照

㈲
鈴

木

隆
子

渕
上

吉
司

郎

（
南

）

福
田

八

重

子

、

胡

録
台

申
清

水

保

久

㈹
森

上

多

蔵

即
影

山
勲

（
南

）
小

島

越

子

㈲
判

田

血

（
高
見

）

小

室
元

（
大

畑

）
田

中

辰

三

、

相

模

台

古

賀

賢

二

岩

瀬

栗

原

義
郎

・

原

初
子

、
緑

ヶ

丘

剛

秋

本

勝

造

㈹
栗

山

寿

美

雄

、
根

本

剛

鈴

木
勇

治
倒

高

橋
巴

出

鰐

部

照
明

㈲

石
井

浅

五

郎

（
あ

づ
ま

７

）

繁

田
輝

和

㈲
坂

倉

咎
三

郎

、
野

菊

野

団

地

加

藤

忠
雄

、
八

柱

自

治

会

関
昌

雄

、

み

な

づ

き
町

会

土
田

清

胃

〔
明

第

二

地

区

〕

上

本

郷

剛

遠

山
幸

樹

㈹

小

林
重

雄

㈲

鈴

木

俊
司

、
松

郷

町

会

勅

使

河

原

勉

、
北

松

戸

染

谷

孝

一
、

南

花

島

芹

澤

幸

雄

・

車
東
功
・
牧
野
幸
丁
鷲
見
銀
治
、
竹

ケ
花
山
藤
枝
喜
四
治
川
鈴
木
信
吉
川
松

川
正
、
樋
野

口
吉
田
武
雄
、
古
ケ
崎
（
新

田
）
鈴
木
重
光

（
束
）
飯
沼
冽

（
本
田

古

森
谷
久

（
本
田
２
）
柴
崎
裕
（
本

田
３
）
秋
山
繁
樹
、
栄
町

剛
蟻
坂
昭
平

白
菊
本
耕
司

㈹
永
田
正
雄
山
秋
山
淳
子

㈲
倉
持
貞
雄
㈲
倉
持
清
剛
小
松
田
忠
光

㈲
吉
岡
昭

（
西
）
戸
張

学
（
坂
川
）
倉

持
操

〔
矢
切

地
区
〕

上
矢
切
山
浮
ヶ
谷
喜
好
川
清
水
昇
太
郎

㈲
宅
見
猛
、
中
矢
切
剛
斉
藤
茂
（
第
三

市
川
久
男
、
下
矢
切

剛
安
川
淳
一
㈲
高

安
勇
㈹
杉
浦
将
男
（
栄
町
）
木
曽
林
博

文

（
睦
会

）
宮
下

友
利

百

松
会
）
大

作

節
夫

（
若
葉
町
）
渡
辺
和
雄
、
栗
山

川
岩
佐
儀
一
個
渡
辺
孝
、
三
矢
小
台
三

丁
目
根
本
守
大
橋
（
南
）
松
尾
茂
（
東
）

今
村
祐
夫

（
郊
外
）
大
葉
茂
、
柿
ノ
木

台
浜
谷
三
雄

・
竹
内
等
、
二
十
世

紀
が

丘
内
田
勝
治
、
中
松
町

大
沼
栄

〔
東
部

地
区

〕

紙
敷
（
新
田
）
石
橋
吉
夫

（
中

内
薄
浦
）

湯
浅
年
政

（
向

新
橋
）
湯
浅
正
己
、
和

名

ケ
谷

河
上
徹
、
大
橋
宇
田
川
裕
二
、

秋
山
石
井
隆
、
秋
山
団
地
油
布
文
雄
、

・
高
塚
新
田

山
室
一
雄
、（
高
塚
団
地
）
犬

本

貝
夫
、
河
原
塚
剛
矢
野
久
芳
㈹
宮
口

富
信
（
南
）
高
橋
清

（
南
山
）
和
田
元

彦
、
梨

香
台
団
地
伊
束
典
男

〔
馬
橋

地
区

〕

馬
橋

工

宿
）
大
出
七
郎

（
中
宿
）
大

川
俊
雄

（
下
宿
）
島
野
育
夫

（
前
田
）

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
ど
な
た
で
も
自

由
に
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
文
書
公
開
制

審議会等の会議の公開･非公開の決定状況(平成11 年1月～3 月)

審議会等の数
公開・非公開の決定区分

公開 一部公開 非公開 その他( 末決定等)

5ﾜ 1ワ ８ ６ 26

審議会等の会議公開の実施状況(平成11 年1月～3月)

開催回数
公開・非公開の内訳

公開 一部公開 非公開 その他（末決定等）

45回 12回 〇回 13回 20 回

穐
谷

正

義

（
坂

）

玉
井

昇

（
北

）
松

本

光

一
　（
西

）
西

川

俊

泰

、
中

根

小

川
光

次
、

新

作

用

石
井

勇

㈹
田

辺
実

輝

男

㈲

米
盛

房

枝

、
プ
ロ

ム
ナ

ー

ド

北

松

戸

石

井
重

雄

、

三
ヶ

月

澁

谷

信

重

、
幸

谷
酒

井
政

隆

、

中

和

倉
田

恩

田

忠

治

②
露

峰

光
雄

㈹
渡

辺

さ
か

え

、
八

ヶ

綺

用

坂

田

元
用

斉

藤

義
雄

㈲
小

暮

廣
弥

用

柏

木
昭

雄
（
新
町
）
岡
村
勝
人
、
龍
房
台
興
石

幸
三

郎

〔
常

盤

平

地

区

〕

常

盤
平

剛
中

莖

佑

幸

白
木

村

哲
也

㈹
星

野
和
央
山
武
田
敏
男
㈲
佐
藤
清
剛
井
田

政
義

（
双

葉
町

）

長

嶋
巳

次

男

（
陣
屋

前
三
好
健
夫
（
西
窪
町
）
安
蒜
松
市
、

（
柳

町

）
高

橋
正

雄

、
金
ヶ

作

石

川

直
幸

、

佐

野

長
谷

川

守

、
門

前
飯

沼

誠

、
日

暮

染
谷

信

則

、
日

暮
七

丁

目

稲

葉

要

一
、

千

駄

堀

吉

野
寅

二

郎

（
来

葉

）

霆
岡

照

郎

（
新
山

）

原
正

男

（
八
且
沢
口
）

草
間

昭

、
牧

の
原

団

地

（
二
街

区

住

宅

）
藤

森
平

八
郎

（
一
街

区

住

宅

１
）

菊

池
守

（
一
街

区

住

宅
２

）
町

田

勝

利

（
一
街
区

住

宅
３

）

金

井
文

彦

、

か

ぶ

と
山

古

沢

芳
男

、
牧

の

原

剛

土

肥
忠

政

㈲

坂
本

伴

治
〔
五

香

六

実

地

区

〕

五

香

（
西
町

）

菊

池
和

美

（
駅

前
）
弓

削

竹
次

郎

（
本

町

）
米

山
丞

谷
（
元
町

）

山

崎

照
雄

（
東
町

）

伊

佐

地
善

廣

（
南

町

）

當

麻
初

恵

（
北

丘

）

野
口

弘

太
郎

（
新
町

）
増
田

直

吉
、
牧

の

原

東

梅

澤

進
、

六

実

友

野

清

治

・
正

田
勝

太

・
井
上

一

・
沼
田
昇
喜
男
・
加
藤
正
人
・
大
谷
晃

度

の
開
示
請

求

の
受

け
付

け

や
相
談

も
行

っ
て

い
ま
す

。

ま

た
、
市

の
刊

行
物

の
一

部
に

つ

い
て
は
、
有
償

で
頒

布
（
左

記
表

１
）

し
て

い
ま

す
の
で
ご
利
用

ぐ
だ
さ

い
。

表1　最近発行の主な有償刊行物

刊行物の名称 価 格 作成担当課

松戸市総合計画

基本構想・前期基本計画
1,350円 政策企画室

松戸市勢要覧'9ﾜ 610円 広報課

松戸市統計書　平成10 年版

(6月上旬より頒布予定)
700円 総務部総務課

松戸市緑の基本計画 1,040円 みどりと花の課

平成11 年度予算書 400 円 財政課

・
佐
藤
進
、
串
崎
新
田

㈲
田
中
実
、
串

崎
南
串
田
秀
一
、
松
飛
台
三
浦
哲
夫

・

瀬
谷
徹
・
封
比
地
静

∵

鈴
木
壮
夫

・

安
西
和
子
（
北
)
中
嶌
嘉
（
防
衛
庁
）

久
保
清
裕
、
泉
ケ
丘
坂
本
鶴
二
、
や
な

ぎ
早
乙
女
幸
三

、
六
高
台

（
２
丁
目
）

三
枝
明
夫
、
団
地
自
治
会
金
築
武
男

〔
常

盤
平

団

地
地
区

〕

常
盤
平
団
地
山
新
国
安
男

・
水
嶋
清
司

・
森
本
進
・
山
崎
道
子

②
北
島
翠
・
中

沢
卓
実
・
市
毛
浅
子
㈲
細
貝
長
子

・
川

手
絢
子

（
Ｅ
）
普
光
江

智
三

・
新
田
勝

義

・
川
上
親
秀

・
新
堀
章
江

（
駅
前
市

街
）
山
根
由
美

（
市
街
区
）
目
黒
光
子

〔
小

金

地
区
〕

小
金

（
上
町
）
花
野
井
弘

（
本
町
）
石

渡
武
（
八
坂
町
）
田

嶋
利
雄
（
宮
元
町
）

竹
内
能
一
　（
中
町
）
築
田
隆

（
下
町
）

鈴
木
義
雄

工

総
町
）
佐
久
間
紘
一
（
清

志
町
）
山
田
幸
雄
、
ニ
ツ
木
川
林
克
忠

、

㈲
大
塚
博
、
大
谷
口

大
熊
義
治
（
北
）

齊
藤
登

（
南
）
半
田
慶
太
郎
、
大
金
平

出
尾
関
波
子

②
高
間
貞
之
㈹
五
十
嵐
潔

出
羽
石
勝
男

㈲
蓮
田
作
、
中
金
杉
大
熊

猛
、
幸
田
大
野
昭
成

（
富
多
葉
）
白
田

茂
、
平
賀
谷
口
貞
實
、
殿
平
賀
岡
沢
義

明
（
南
）
斉
藤

一
雄
、
東
平

賀
（
北
）

岡
野
忠
雄

（
城
町
）
宇
野
寅
雄
、
き
ょ

し
ケ
丘
鹿
間
次
郎
、
久
保
平
賀

中
山
一

三

、
根
木
内
城
山
野
崎
徳
寿
郎

〔
小

金

原
地

区
〕

根
木
内

松
丸
武
雄
、
栗
ケ
沢
山
口
元
良

、

小

松
園
自

治
会
小
石
勝
義
、
ハ

ケ
綺
福

寿
台
伊
藤
昭
三
、
小
金
原
高
橋
宏
剛
中

６

月

定

例

市

議

会

開

催

予

定

平

成

Ｈ
年
松

戸
市
議

会
６

月
定

例

会

は
、

６
月
1
6日

水

か
ら
2
8日

囲

ま

で

開
催

さ
れ

る
予

定
で
す

。

請
願
・
陳
情
は
、
６
月
７
囗
丱
午

後

５
時
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ

い
。

※
傍
聴

さ
れ

る
際

は
、
日
程

を
あ

ら

か
じ

め
確
認

し

て
く
だ

さ

い
。

厘

市

議
会

事
務
局

議

事
課

登
3
6
6
・
７

期日 会議予定 主な内容

6/16&K) 招集日一本会議 議案説明

17困

本会議 一般質問
18銜

21(月)

22 ㈲

23團
常任委員会 議案等の審査

24㈲

2朗）本会議 議案等の議決

村

建

一
㈹

高
山

秀

夫

向
宇

佐

見

良

一

剛

宇

佐

見

靖

治

㈲
山

本

銀

市

（
７

東

）
石

垣
善

造
（
７

西

）
恩

田

仲

㈲
大

沢

武

雄

㈱

荒
川

六

郎

、
小

金
原

団

地

飯
島

之

子

・

飯
沼

正

雄

・
細
川

義

勝

・
中

村

賢

二

・

仲
里

広

勝

・
佐

野

菫

暑
・
石

原

潔

（
６

－

７

地
区

）

木

村
正

男

（
６
－

９

地
区

）

請
井

敏
裕

（
７
－

１

地
区

）
長

島

重

夫

、

小

金

原

事

業

団

菅
野

利

光

〔
新

松

戸

地

区

〕

馬

橋

（
み

ど
り

）
佐

南
谷

間

祐

（
中

央
）

大
川

勇
（
寿

１

）
鹿

田

清

之
（
寿
２

）

古

姓

昭

郷
（
寿
３

）
八
十

岡

忠

次

郎
（
住

吉

）

佐

藤
忠

一
郎

、
七

右

衛

門

新

田

小

林

政

可

、
旭

町

横

山

定

敏
、

主

水

新

田

椿

唯

司

、
小

金

下

谷

恩

田

保

、
三

村

新

町

玉

木

敬

、
虹

の

街

佐

々
木

一
隆

、

南

新

松

戸

飯

田
末

男

、

横
須

賀

剛

萩
原

勢

治

、

新

松

戸

北

剛
本

田

傭

二

㈲

高
橋

好

男

、

新
松
戸
フ
ァ
ミ
ー
ル
ハ
イ
ツ
熊
倉
紘
一

新

松

戸
田

佐
藤

時

昭

㈲
宮

井

嘉

則
田

宮

嶋

勇

㈲
小

林

二

郎

㈲
高

橋

義
男

剛

田

中

康

裕

、
サ

ン

ラ
イ

ト

パ

ス
ト

ラ

ル

（
壱

番

街

）
松

岡

邦

彦

（
弍

番

街
）

草

皆

は

つ

代

（
参
番

街

）
佐

藤

敏
介

（
六

番

街

）

釜

田

春
男
（
七

番

街

）
田

辺

進
（
八

番

街

）

清

住

浩
二

、
コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ
五

番

街

中

崎

俊

行

、
新
松

戸

パ

ー

ク
ハ

ウ

ス
（
東

）

木

村

秀

道

（
中

央
）
菊
池

正

郎

（
西

）
新

保

知

右
喜

、
新

松

戸
ハ

イ
ツ

矢

武

修

治

、

ア

ゼ
リ

ア
パ

ー
ク
ハ

ウ
ス

大
宮

健

之
介

、

新

松

戸

東

渡

辺
仁

（
４
月
3
0
日
現
在
、
敬
称
略
）

あ
な
た
の
健
康

逆
流
性
食
道
炎

逆
流
性
食
道
炎
は
、
胃
液
が
食

道
へ
逆
流
す
る
た
め
胃
液
の
中
に

あ
る
胃
酸
に
よ
り
、
食
道
の
粘
膜

が
傷
つ
け
ら
れ
る
疾
患
で
す
。

原

因

食

道

の

上

部

と

下

部

に

は

括

約

筋

帯

が

あ

り

、

何

も

飲

食

し

な

い

と

き

は

閉

じ

て

い

る

の

で

胃

液

の

逆

流

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

飲

み

込

む

時

に

は

開

き

食

物

を

通

過

さ

せ

ま

す

。

こ

の

仕

組

み

は

、

加

齢

と

と

も

に

一

部

の

人

で

は

う

ま

く

働

か

ず

締

ま

り

が

悪

く

な

り

、

胃

液

が

食

道

の

方

へ

流

れ

込

ん

で

し

ま

う

の

で

す

。

仰

向

け

に

寝

た

姿

勢

で

は

食

道

は

胃

よ

り

低

い

位

置

に

き
ょ
う
こ
う
　
　
　
　

ふ
く
こ
う

あ

り

、

し

か

も

胸

腔

内

圧

は

腹

腔

内

圧

に

比

べ

低

い

の

で

、

胃

の

内

容

物

が

食

道

に

逆

戻

り

し

や

す

い

状

態

に

な

り

ま

す

が

、

健

康

な

人

で

は

逆

流

し

に

く

い

仕

組

み

に

な

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

肥

満

や

妊

娠

に

よ

り

腹

圧

が

上

昇

す

る

と

、

胃

が

圧

迫

さ

れ

逆

流

が

起

こ

り

や

す

く

な

り

ま

す

。

食

道

裂

孔

ヘ

ル

ニ

ア

が

あ

る

場

合

も

、

胃

が

横

隔

膜

の

上

に

押

し

出

さ

れ

逆

流

す

る

の

で

す

。

そ

の

他

胃

の

動

き

が

悪

い

場

合

も

、

食

べ
物
が
停
滞
し
て
逆
流
が
起
こ
り

や

す

く

な

り

ま

す

。

ま

た

食

道

の

蠕

動

運

動

の

低

下

に

よ

り

、
。
逆

流

し

た

胃

液

を

胃

に

戻

す

こ

と

が

う

ま

く

で

き

な

く

な

っ

て

も

起

こ

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

さ

ら

に

老

化

に

伴

う

だ

液

分

泌

の

減

少

な

ど

も

、

こ

う

し

た

病

気

を

引

き

起

こ

す

の

で

す

。

症
　

状

胸

や
け
、

げ

っ
ぷ
、
胸

の
つ

か

え

、
痛
み
、
胃

の
も
た

れ
等

で
す

。

診

断

主
と
し
て
内
視
鏡
検
査
に
よ
り
。

ほ
っ
せ
き
　
び
ら
ん
　
か
い
よ
う

粘

膜

の

発

赤

、

糜

爛

、

潰

瘍

等

を

発

見

す

る

こ

と

が

診

断

の

決

め
手

に

な

り

ま

す

。

こ

の

ほ

か

バ
リ

ウ

ム

に

よ

る

Ｘ

線

透

視

検

査

で

括

約

筋

帯

の

た

る

み

を

診

る

検

査

も

あ

り

ま

す

。

治

療

基

本
は
胃

酸

の
分

泌

を
抑
え

る

薬
物
療
法
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
食

道
に

逆
流
す

る
胃

酸
を
少

な
く

す

る

の
で
す

。
そ

の
他
日
常

生
活

で

は
、

寝
る
時

の
姿

勢
と
し

て
上

体

を
高

く
し

て
寝

る
。
食

べ
た
直

後

す
ぐ

寝
な

い
。
暴

飲
暴

食

は
避
け

、

脂
肪

食
を
減

ら
し

、
太

り
す

ぎ
に

注
意

し
、
前

屈
み

の
姿

勢
は
と

ら

ず
、

妊
娠
中

は
胃

を
圧

迫
す

る
よ

う
な

姿
勢

を
と
ら

な

い
こ
と

も
必

要
で

す

。

以

上
日

常
の

生
活

習

慣
に
心

を

配
り

、
薬

物
療
法

を
続

け

る
こ

と

が
肝
要

で

す
。（
松

戸

市

医

師

会

）

の
数

は
十

七
、

一
部
公

開
は

八
、
非

公

開

は
六

で
す

。

傍

聴

の

手

続

き

等

公

開
す

る
審
議

会
等

の
会
議

の

開

催
予

定
、

傍
聴
手

続

き
の
方
法

に

つ

い
て

は
、

広
報
ま

つ

ど
、
市

の
イ

ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、
各
支

所
で

お
知

ら
せ
し

て

い
ま
す

。
ま

た

、

行

政
資
料

セ
ン

タ

ー
（
市

役
所

別

館

一

階
）
で

は
、
非

公

開
の
会

議
を
含

め

た
す

べ
て

の
会

議

の
開
催

予

定
な

ど

の
情
報
を
お
知
ら
せ
し

て

い
ま
す

。

行

政

資

料

セ

ン

タ

ー

の

ご

案

内

行

政
資

料
セ

ン

タ
ー
で

は
、
市

民

の
皆
さ

ん
が
知

り
た

い
行

政
に
関

す

る
資
料

を
取
り

そ
ろ
え

て

い
ま
す

。
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要

介

護

認

定

の

仕

組

み

寝
た

き
り

・
痴
ほ
う

ま

た
は
初

老

期

痴
ほ
う

・
脳

血
管

疾
患

な
ど

の
加

齢

に
伴
う

特
定

疾
病

な
ど

で
、
介

護

を

必
要

と
す

る
状
態

の
人

か
ら
要

介

護

認
定

の
申

請

が
さ
れ
ま

す
と
、

日

常

の
生
活

動
作

な

ど
を
調

査
し

、
全

国

同
じ

基
準

で
あ

る

「
一
次
判
定

」

を
行

い
ま
す

。

次
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
学

識
経
験

者

で
構
成

さ
れ

る
「
介

護
認

定

審
査

会
」

に
お

い
て

一
次
判
定

の

結
果
と

か

か
り

つ
け
医

の
意
見

に
基

づ
き
要

介

護
状
態

か
否

か
、

お
よ

び

そ

の
程

度

を
決
定

す

る
「
二

次
判
定

」

を
行

い
、
申

請
者

に
通
知

し
ま

す

。

今

回
は

、
一
次

判
定

の
方
法

と
内

容
に

つ

い
て
簡
単

に
説
明

し
ま

す

。

一
次

判

定

に

つ

い

て

要
介
護
認
定
の
申
請
に
基
づ
い
て
、

川井敬久

市長室・

発 広域行政について

市

の
職
員

な

ど
調
査

員

が
訪
問

し
、

心

身
機

能

の
調

査

と
し

て
、
腕

が
ど

こ

ま

で
上

が
り
ま

す
か

・
座

っ
て

い

ら
れ
ま

す
か

・
一

人
で
入

浴

や
ト
イ

レ

が
使
え

ま

す
か

・
一
人

で
食

事
を

す
る
こ

と

が
で
き

ま
す

か

・
金

銭

の

管

理

や
意
思

の
伝

達

が
で
き

ま
す

か

な
ど

。
医
療

的
調

査
と
し

て

、
二
週

間
以
内

に
「
点

滴
」「
透

析
」
等

を
受

け
ま
し

た

か
な

ど
の
調

査
を
行

い
ま

す

の
で
、
調

査
員

が
訪

問

の
際
は

、

ご
協
力

を

お
願

い
し
ま

す

。

か

か
り

つ
け
医
に
つ

い
て

要
介
護
認
定
の
申
請
を
す
る
と
き

に
は
、
必
ず
か
か
り
つ
け
医
の
意
見

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
医
療

機
関
マ
ッ
プ
な
ど
を
参
考
に
、
日
ご

ろ
か
ら
自
宅
の
近
く
に
か
か
り
つ
け

医
を
決
め
て
お
く
こ
と
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

先
日
、
東
葛
市
町
広
域
行
政
連

絡
協
議
会
の
定
期
総
会

が
鎌
ヶ
谷

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

に
は
、
な
じ
み
の
薄

い
名
前
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
協
議
会
は
、

東
葛
地
域
が
抱
え
る
広
域
的
な
課

題
に
つ
い
て
研
究
し
、
各
市
町
の

施
策
に
生
か
そ
う
と
設
置
さ
れ
た

も
の
で
す
。
松
戸
市
、
柏
市
、
野

田
市
、
流
山
市

、
我
孫
子
市
、
鎌東葛市町広域行政連絡協議会総会で

七
十
歳
（
寝
た
き
り
な
ど
の
人
は

六
十
五
歳
）
以
上
の
人
は
、
老
人
保

健
法
に
よ
っ
て
老
人
保
健
制
度
の
も

と
で
診
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。七
十
歳
に
な
る
ま
で
は
、
国
民
健

康
保
険
や
職
場
の
健
康
保
険
、
共
済

ヶ
谷
市
、
沼
南
町

、
関
宿
町

の
千

葉
県
西
北
部
の
東
葛
地
域
、
六
市

二
町

の
市
長

・
町
長
、
議
長
に
よ

り
構
成
さ
れ
、
私
か
会
長
を
務
め

て
い
ま
す
。

協
議
会
の
設
立
は
昭
和
四
十
一

年
と
大
変
に
歴
史
が
古
く
、
こ
の

問
、
国
や
県
に
要
請
活
動
等
を
行

い
、
東
葛
地
域

の
発
展
に
大
き
な

成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
地
方
自

治
体
を
取
り
巻
く
課
題
は
、
非
常

に
複
雑
・
多
様
化
し
て
お
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
や
仕
事
の
活

動
範
囲
も
従
来
の
地
方
自
治
体

の

。
枠
を
超
え
た
広
が
り
を
見
せ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
背
景

の
中
で
、

各
市
町

、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
住
民

の
生
活
向
上
に
全
力
を
上
げ
て
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
て

い
ま

組

合
等

の
加
入

者

（
被
保

険
者

や
扶

養

家
族
）

と
し

て
医
療

機

関
に
か

か

っ
て

い
ま
し

た
が
、

七
十

歳
に
な

る

と

誕
生
日

の
翌
月

か
ら

（
六
十
五

歳

以

上
で

寝
た

き
り

な
ど

の
人

は
、
市

長

が
認

定
し

た
日

の
翌
月

か
。ら
）
、
健

康

手
帳

と
保

険
証
を

提
示

し
て
、

診

療

を
受

け

る
こ

と

に
な
り

ま
す

。

高

齢

化

と

老

人

医

療

費

昭
和
5
8
年

２
月

か
ら
始

ま

っ
た

老

人
保
健
制
度

に
よ
る
老
人
医
療
費

は
、

受

給

者
の
増

加
と

と
も
に

仲

び
て

い

ま
す

。
昭
和
5
8
年

度
と
平

成

９
年
度

を
比

較
す

る
と
受

給

者
数
は
二
・
二
倍
、
老
人
医

療
費

総
額

は

ご
丁

七
倍

、
年

間

一
人
当

た
り
医

療
費

は

Ｉ

・
七

倍
に

な

っ
て

い
ま

す
。

高

齢
化

が
進

む
中
、

老
人

医
療

費

は
年

々
増
え

続

け
、

こ

の
ま
ま
推
移
し
て

い
く
と

、

老
人

保
健

制
度

を
運
営

す

る

の
は
ま
す

ま
す

厳
し
く

な
り

ま

す
。
高

齢
者

の
医
療

費

が

増
え

て
い
る
要
因
と
し
て

は
、

(10 割)年間一人当たり老人医療費

す

が
、

一
自

治
体

で
行

え

る
行

政

サ

ー
ビ

ス
に

は
限

界

が
あ

り
、

満

足

し

た
サ

ー
ビ

ス
の
提

供

は
難

し

く

な

っ
て

き

ま
し

た

。

例
え

ば
、
介

護

保
険

、

高
齢

社

会
へ
の
対
応
、
地
下
鉄
１
１
号
・
８

号

線

延
伸

な

ど

の
鉄
道

・
道

路
網

整

備

、

地
方

分
権

の

推
進

等

々
、

各

市

町

が
単

独

で
対

処
す

る

よ
り

も
、

広

域
的

に
取

り
組

ん
だ
方

が

効

率

的

、
効

果
的

な

課
題

が

た
く

さ

ん
あ
り

、

今

後
ま

す
ま

す

増
え

て
く

る
も

の
と

考
え

ま
す

。

そ

こ

で
、

昨
年

度

は
、

千

葉
県

知
事

を

招

い
た
東

葛

ブ

ロ

ッ
ク
市

町

長

会

議

の
開
催

、

行
政

懇

談
会

の

開
催

、

さ
ら

に
は

住
民

意

識
調

査

の
実

施
な

ど

、
活

動
内

容

の
充

実

を
図

っ
て

き

ま
し

た

。

特

に

、
こ

の

住
民

意

識
調

査

は

生
活
習
慣
病
な
ど
の
慢
性
の
病
気
が

多
く
、
受
診
率
も
高
い
こ
と
、
入
院

期
間
が
長
期
に
わ
た
り
や
す
い
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

高
齢
期
を
健
や
か
に
過
ご
す
た
め

に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
管
理
に
留

意
し
、
適
切
な
受
診
を
心
が
け
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
本
市
で
は
老
人
保
健
制
度

と
は
別
に
、
六
十
九
歳
か
ら
の
医
療

費
を
助
成
し
て
い
ま
す
（
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
）
。

暦

な
が
い
き
課
老
人
保
健
係
昔
涯
・

全
国
に
先
駆
け
て
実
施
し
た
も
の

で
、
東
葛
六
市
二
町

に
お
住
ま

い

の
三
千
人
を
対
象
に
広
域
行
政
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う

ご

ざ
い
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
広

域
的
な
情
報
が
不
足
し
て

い
る
こ

と
や
、
公
共
施
設
の
共
同
利
用
に

つ
い
て
も
っ
と
連
携
の
強
化
を
図

っ
て
も
ら

い
た
い
と
の
意
見
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
受
け
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
向
や
求
め
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
今
後
、
広

域
行
政
事
業
と
し
て
ど
う
取
り
組

ん
だ
ら
よ
い
の
か
、
会
長

の
立
場

か
ら
各
市
町
と
強
く
連
携
を
図
り

な
が
ら
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
思

い
ま
す
。
広
域
行
政
に
つ
い

て
建
設
的
な
ご
意
見

が
あ
り
ま
し

老人医療受給者等の推移

昭和58年度 平成6年度 平成7年度 平 成8 年 度 平成9年度

受給者数 12,ﾜ95人 23,328人 24,5刀人 26,221人 2ﾜ,926人

人 口 ４几804人 454,832人 455,103人 455,168人 454,ワ15人

受給者割合 3.196 5.196 5.496 5.896 6j％

受診件数 182,024件 4引,544件 504,140件 554,13ﾜ件 614,518件

医療費総額(10割) 5,211,501千円 14,310,00ﾜ千円 16,111,191千円 1ﾜ,982,336千円 19,312,6ﾜ9千円

た
ら

、
市

長

フ

ァ
ッ

ク

ス

や
電
子

メ

ー
ル

な
ど

で

、
直

接

、
私

あ

て

に
お
送
り
頂

け

れ

ば
と

思

い
ま

す
。

賜
り
し

朝
一
服
の

新
茶
か
な

市民の皆さんの声を直接お聞きするた

め 、市長室直通のファックスと 、市長専

用のメールボックスを設置しています。

市政に関して感じていることや建設的

なご意見をお寄せください( で きれば 、連

絡先をお書き添えください)。、

FAX 366-2301

メー ルアドレス

mayor.matsudo@intership.ne.  jp

(4月末現在の受信件数) FAX547 件、メール98件

このまちに人権文化を

築くために

平

成
９
年

７
月

に
公

表

さ
れ

た

「
『
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
王

に
関

す
る
国
内

行

動
計
画

』
で
は
、

い
く

つ
か

の
人
権

問
題

が
例
示

さ

れ

て

い
ま

す
。
そ
し

て
、

そ

の
中

で

「
ア
イ

ヌ
の
人

々
」
に

つ

い
て

は

、「
ア
イ

ヌ

の
人

々
に
対

す

る
取

り
組

み
に
当

た

っ
て
は

、
国
民

一

般

が
、

ア
イ

ヌ
の
人
々

の
民
族

と

し

て
の
歴

史
、
文

化
、
伝

統
及

び

現

状
に

つ

い
て

の
理
解

と
認

識
を

深

め
、
そ

の
人
権

を
尊

重
し

て

い

く

こ
と

が
重
要

で
あ

る
」

と

述
べ

ら

れ
て

い
ま
す

。

皆

さ
ん
は

「
ア
イ

ヌ
」
と

い
う

言

葉
か
ら

ど

ん
な
こ
と

を
イ

メ

ー

ジ
さ

れ
る
で
し

ょ
う

か
。
北

海
道

土

産

の
木

彫
り

の
民
芸

品

や
、
さ

ま

ざ
ま

な
ア
イ

ヌ
文
様

な
ど

が
代

表

的

な
も
の

で
、

ア
イ

ヌ

の
人
々

の
文
化

や
生
活

に

つ
い
て
あ

ま
り

よ
く
知

ら
な

い
こ
と

に
気

づ
か
れ

る
の

で
は
な

い
で
し

ょ
う

か
。

平

成
５

年
に
北
海

道
が
行

っ
た

「
北

海
道

ウ

タ
リ

生
活

実
態
調

査
」

に
よ

れ

ば
、

北
海
道

に
住
む

ア
イ

ヌ
の
人

々
は

、
二
万
三

千

八
百
三

十
人

で
あ

る
と
さ

れ
て

い
ま

す

。

そ
し

て
、
調

査
に
回

答
し

た
六
百

四
十
二

人

の
う

ち

一
七

・
四
％

の

人

が
、
ア
イ

ヌ
で

あ
る
こ

と
を
理

由
と
し

て
、

最
近

「
差
別

を
受
け

た
こ

と

が
あ

る
」

あ
る

い
は

「
他

人

が
差
別
を
受

け

た
の
を
知

っ
て

い
る
」
と
答
え

て

い
ま
す

。

差

別
を
受

け
た
場

面

は
、
学
校
、

結
婚

、
職

場

の
順

に

な
っ
て

お
り
、

そ

の
内

容

は
「

ア
イ

ヌ

で
あ

る
と

指

摘
さ

れ
、

ば
か
に
さ

れ
た
≒

ア

イ

ヌ
を
理
由

に
交

際
、

結
婚
を
断

ら

れ
た
≒

身
体

的
特
徴

、
容
貌

に

つ
い
て
指

摘
さ

れ
た
」

の
順

に

な

(国連の人権のロゴマーク)

NO.  17

ア イ ヌ の 人 々

問 い合わ せ

市 民 相 談 室 人 権 担 当 登366 ―7319

教 育 委 員 会 企 画 調 整 室 人 権 担 当

S  366-7455

つ
て

い
ま

す

。

こ

の
よ

う
な

状
況

の
中
で

、
自

ら

が
ア
イ

ヌ
で

あ

る
こ

と
を

表
明

で
き
な
い
と
い
う
人
た
ち
も
、
相

当

な
数

に
達
す

る
と

考
え
ら

れ
て

い
ま
す

。
北
海

道
に

は
二
万

三
千

八
百

三
十

人

の
ア
イ

ヌ

の
人

々

が

住

ん
で

い

る
と

述

べ
ま
し

た
が

、

実

数
は

そ
の
五

倍
と

も
十

倍
と
も

い
わ
れ

て

い
ま
す

。
ま
た

、
首

都

圏

に
も

相
当
数

の

ア
イ

ヌ
の
人

々

が
居
住

し
て

い

る
こ

と

な
ど
も

考

慮

す

る
と
、

全
体

的
な
実

数
は
明

ら
か
で

は
あ

り
ま
せ

ん

。

こ

れ
ら

の
状
況

を
考
え

る
際

に

参
考

に
な

る
の

が
、
ア

メ
リ

カ
の

国

勢
調

査
で

す

。
一
九
七

〇
年

に

は
約
八

十
三
万

人

だ

っ
た
先
住

民

族

が
、

一
九

八
〇
年

に

は
百

四

十

二
万
人

に
、

一
九

九
〇
年

に

は
百

九
十

六
万
人

に
達

し
て

い
ま
す

。

こ

れ
は
、
自

ら
先
住

民

族
と
名

乗

れ

る
よ
う

な
社
会

環
境

の
改
善

に

よ
る
増

加
だ
と
言
わ

れ
て

い
ま

す
。

わ
が
国

で
も
平

成
９
年

に
、「
北

海

道
旧

土
人

保
護

法
」

が
廃
止

さ

れ
、「
ア
イ

ヌ
文
化

の
振

興
並

び
に

ア
イ

ヌ
の
伝

統
等

に
関

す

る
知

識

の
普
及

及

び
啓
発

に
関

す

る
法

律

テ

ィ

ヌ
文
化

振
興

法
）
」

が
制
定

さ

れ
ま
し

た
。
こ

の
法

律

は
、
わ

が
国

の
先
住

民

族
で

あ
る

ア
イ
ヌ

の
人

々

の
民
族

と
し

て
の
誇

り

が

茜
望
里
さ

れ
る
社
会

の
実
現
を
図
り
、

わ
が
国
の
多
様
な
文
化
の
発
展
に

寄

与

ず
る
こ
と

を
目

的
と
し

て

い

ま

す
。
一
つ
の
文
化

の
担

い
手

と
し
て
、

ア
イ

ヌ
の
人

々
の
存
在

が
保

障

さ

れ
る
社
会

を

め
ざ

さ
な
け

れ

ば
な

ら

な

い
と

考
え

ま
す

。

70歳以上の人が対象です

介
護
保

険
制

度
の
仕

組み

老人保健制度

第
十
一一
回

次
判
定
に
つ

い
て
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安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
に

み
ん
な
で
支
え
る
国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
は
加
入
者
が
保
険
料
を
出
し
合
い

、
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
の
医
療
費
に
充
て

る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
こ
の
制

度
は
、
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
健
全
に
運
営
さ
れ

る
も
の
で
す

。

し
か
し

、
近
年
医
療
費
は
、
加
入
者
の
高
齢
化
や
慢
性
疾
患
の
増

大
に
よ
り
年
々
増
加
し
て
い

る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
の
運
営
は
た

い
へ

ん
厳
し

く
、
皆
さ
ん
の
保
険
料
の
負
担
も
大

き
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
制
度
の
概
要
と
今
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

圜
国
民
健
康
保
険
課

容
3
6
6
・
7
3
5
3

加
入
す
る
人
は

わ

が
国
で

は
、
す

べ

て
の
人

が

い

ず
れ

か
の
健

康
保
険

に
加

入
し

な
け

れ

ば
な
り
ま

せ

ん
。

こ

れ
を
国

民
皆

保
険
制

度
と
呼

ん

で

い
ま

す

。

職
場

の
医

療
保
険

（
健

康
保

険

・

共

済

組
合

な
ど
）

に
加
入

し
て

い
る

人
と

そ
の
家

族
、

生
活

保
護
を
受

け

て

い
る
世
帯

の
人

を
除

い
た
す

べ
て

の
人

が
国
民

健
康

保
険
（
国
保
）
の
加

入

者

と
な
り

ま
す

。

加
人
・
脱
退
な
ど
の
手
続
き
は
、
表

１

の
と

お
り

で
す

。
届
け
出

は

十
四

日

以
内

に
し

ま
し

ょ
う

。

一
世
帯
一
保
険
証

表1　 加入・脱退などの手続き

世
帯
単
位
で
運
営
す
る
制
度
な
の

で
保
険
証
は
一
世
帯
一
枚
で
す
。
保

険
証
は
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
に

必
要
な
証
明
書
で
す
。
大
切
に
取
り

扱
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
他
人
に
貸
し

た
り
借
り
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
交
付
は
原
則
と
し
て
郵
送
で
す
。

た
だ
し
、
写

具
の
張

っ
て
あ
る
身
分

証
明
書
（
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
）
を
提
示
す

れ
ば
、
そ
の
場
で
受

け
取

る
こ

と

が
で
き

ま
す

。

保

険

料

は

保
険

料
は
過

去

の
医
療

費
か

ら
翌

年

の
医
療

費

を
予
測

し
、

そ
こ

か
ら

医

療

機

関

で

患

者

が
支

払

う

金

額

(
一
部
負
担
金
）
を
差
し
引
い
た
額

と

、
国

の
負

担
金
等

を
差
し

引

い
て

算

定
し
ま

す

（
劣
７

）
。

そ

れ
を
加
入

者
全

員

で
負

担
し

ま

す

。
従

っ
て
医

療
費

が
増
加

す

る
と

保

険
料

も
上

が
り
ま

す

。

▽
納

め

る
保

険
料

保

険

料

は

、
所

得

割

、
均

等

割

、

平
等

割
の
三

つ
に

よ
り
算
定
し
ま
す

。

1゛W｢ こ んな とき71'W' Ｗ 届け出に必要なもの'●`

他の市町村から転入して

きたとき

印鑑、他の市町村の転出証

明書

職場の健康保険をやめた

とき

印鑑、職場の健康保険をや

めた証明書

職場の健康保険の被扶養

者でなくなったとき

印鑑、被扶養者ではない理

由の証明書

子どもが生まれたとき
印鑑、保険証、母子健康手

帳

生活保護を受けなくなっ

たとき
印鑑、保護廃止決定通知書

他の市町村に転出すると

き
印鑑、保険証

職場の健康保険に入った

とき

印鑑、国保と職場の健康保

険の両方の保険証(職場の

保険証が未交付のときは加

人したことを証明するも

の)

職場の健康保険の被扶養

者になったとき

国保の被保険者が死亡し

たとき
印鑑、保険証

生活保護を受けるように

なったとき

印鑑、保険証、保護開始決

定通知書

退職者医療制度の対象と

なったとき

印鑑、保険証、厚生・共済

年金証書

松戸市内で住所が変わっ

たとき

印鑑、保険証
世帯主や氏名が変わった

とき

世帯が分かれたり、一緒

になったとき

修学のため、別に住所を

定めるとき
印鑑、保険証、在学証明書

保険証をなくし たとき

(あるいは汚れて使えな

くなったとき)

印鑑、身分を証明するもの

(使えなくなった保険証)

平
成
1
1
年
度
の
保
険
料
は
、
医
療
費

の
増
加

に
伴

い
、

や
む
を

得

ず
次
の

と

お
り

改
定
し

ま
し

た

。

所
得

割
　
　
　

八

・
九

八
％

均

等
割
　

一
一

、
九
七
〇

円

平
等

割
　
　

九

、
八
九
〇

円

加
入

者

一
人
当

た
り

の
保
険

料
の

平

均
年

額

は
八
万

五
千
四

百
四

十
六

円

と

な
り
ま

す

（
劣
―

）
。

な

お
、
今
年

度

の
保
険

料
限
度

額

は
一
世
帯
で
年

額
五

十
三
万

円
で
す

。

▽
納

付

義
務

者
は

世
帯

主

保
険

料

は
世
帯

を
代
表

す

る
世
帯

主
に
通

知
し

、
世
帯
主

が
納

め
ま
す

。

世
帯

主

が
ほ
か

の
健
康

保
険
に

加
入

し
て

い
る
場

合
も

同
じ

で
す

。
こ

の

場
合

、
世
帯

主

の
収
入

は
所
得

割

の

保
険

料
算
定

に
は

合
算

し
ま

せ
ん

。

※
保

険
料

の
納
入

通
知

書

は
六
月
中

旬

に
送
付

し
ま

す

。

国
保
で
受
け
ら
れ
る
給
付
は

▽
療
養
の
給
付

病
気
や
け

が
を
し
た
と
き
。
歯
の

治
療
を
受
け
た

※詳しくお知りになりたい場合は、6月の納入通知書に

同封の「国保のしおリ」をご覧＜ださい。

医療費(医療給付額)と納める保険料･

市の特別繰入金

保険料の算定方法表2

医 療 費 （医療 給 付額 ）保険料

▽
高

額

療
養

費
の

支

給

①
一
ヵ
月
に
六
万
三
千
六
百
円
（
三

万
五

千
四
百

円

）
以

上

の
医

療
費

を
支

払

っ
た
と

き

②
一
ヵ
月
に
一
世
帯
で
三
万
円
（
二

万

千
円

）
以

上

の

医
療

費

を
二

回

以

上
支
払

い
、

か

つ
①
の
と

き

③
過

去

十
二

ヵ
月

に
同

じ
世

帯
で
三

回
以

上

高
額
療

養
費

の
支

給
を
受

け

た
場

合

は

三

万

七

千

二

百

円

（
二
万
四
千
六
百
円
）
以
上

④
血
友
病
・
人
工
透
析
の
必
要
な
慢

性

腎
不

全
等

で

Ｉ
ヵ
月
に

一
万

円

を

超
え

て
支
払

っ
た

と
き

※

（
　

）
内

の
金

額

は
市

民

税
非
課

税

世
帯
等

▽

療
養

費
の

支
給
（
一

時
自
己

負

担
）

①

や
む
を

得
な

い
理
由

で
、

保
険
証市の特別繰入金納める保険料

表3　1 人当たりの納める年額保険料（平均）

し 平成
ﾜ年度 8年度 9年度 10 年度 11年度

１人

当たり

保険料

ﾜ2,1ﾜ2円

(5.0%)

ﾜ5,ﾜ81円

(5.0%)

ﾜ9,5ﾜ1円

(5.0％)

82,243円

(3.4%)

85,446円

(3.9%)

※（　）内は前年比。平成11 年度は前年度と比べて3.996 増を

見込んでいます。

※保険料アップをできるだけ抑制するため､前年度より1 億

円多いﾜ億5千万円を一般会計から特別繰入金として補で

んしています。

※
②
③

の
場
合
は
医
師
の
証
明
が
必

要
で
す
。

▽
そ
の
他
の
給
付

口
稜

保
険
者
が
出
産
し
た
と
き

②
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

②
重
病
人
の
入
院
、
転
院
で
移
送
が

必
要
な
と
き

④
入
院
中
の
食
事
代

⑤

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

利
用
し
た
と
き

※
保
険
料
な
ど
重
要
事
項
を
審
議
す

る
国
民

健
康

保
険

運
営
協

議
会

は

、
公

開
で
す
の
で
傍
聴
で
き
ま

す

。
会
議
の
日
時
等
は
そ
の
都
度

広

報
ま
つ

ど
で

お
知

ら
せ

し
ま

す

。

●
保
険
料
の
納
付
は

、口
座
振
替
で
。

申

し
込
み
用

紙
は
納
入

通
知
書

に
同
封
し
て
い
ま
す
。

●

国
保

を
や

め

る
と

き
は

、
市
役

所

・
支
所
の

窓
口
で

保
険
料
を

確
か
め
ま
し
ょ
う
。

●
月
が

変
わ
っ

た
ら
医
療
機

関
に

保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

市
立
東
松
戸
病
院
の
放
射
線
技

師

（
パ

ー
ト

）

を

募
集

対
象
資
格
を
有
す
る
人
　
募
集
人

員
一
人

提
出
書
類
履
歴
書
（
写

具

付
き
）
　
資
格
免
許
の
写
し

※
勤
務
条
件
に
つ
い
て
は
応
相
談

惠
６
月
４
囗
窗
ま
で
に
、
郵
送
で
〒

2
7
0
－
2
2
2
2
松
戸
市
高
塚
新
田
一

二
三
の
一
三
市
立
東
松
戸
病
院
総
務

課
総
務
係
（
昔
3
9
1
・
5
5
0
0

）
　へ

平

成
1
1
年

度

自

衛

官

等

募

集

試

験
日

９

月
1
8日

出
　

募

集
区

分

①
一
般
曹

候
補

学
生

②

曹
候

補
士

資
格
①
十
八
歳
以
上
二
十
四
歳
未
満

の
男

女

②

十
八

歳
以
上

二
十

七
歳
未

満

の
男
女

受

付
期
間
８
月

２
囗

側

～
９

月
1
0
日
窗

※
詳

細
は
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ

い
。

問
百

衛

隊
松
戸
募

集
案
内

所

容
3
8
9
・

６

５
４
０

、
市

役
所

総
務
部

総
務
課

昔
3
6
6
・
７
３
０

にＪ

ア

メ
リ

カ

シ

ロ
ヒ

ト

リ

の

薬

剤

の

無

償

交

付
と

簡
易

防

除

器
の

貸
し

出

し

期
間
６
月
１
日
㈹
～
９
月
1
0日
次

用
印
鑑
を
持
っ
て
、
農
政
課
（
登
3
6
6

・
7
3
2
8

）
ま
た
は
各
支
所
へ

家
内

労

働
旬

間

の

実

施

に

つ

い
て

「
受

け

る
前

確

認
し

よ
う

委

託

の
条

件
」

を
標
語

に
、
５

月
3
1日

丱

ま

で
家
内
労

働
旬

間
を
実

施
し

て

い
ま
す
。
委
託
者
に
は
、
委
託
状
況

届

の
提

出
と
家

内
労

働
手
帳

の
交
付

な
ど

が
義
務
付

け
ら

れ
て

い
ま
す

。

※
内
職

希
望
者

は
「
イ

ン
チ
キ

内
職
」

に

ご
用
心

く
だ

さ

い
。

醫

各
労

働
基
準

監
督
署

、
千

葉
労

働

基
準
局

賃
金

課

昔

鵬
・
2
2
1
・
４
３

１

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド

（

ド
ナ
ー
カ
ー
ド
）
は
市
役

所
・
支
所
に
置
い
て
あ
り
ま

す
。
鬪
国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

登
3
6
6
・
７
９り［
ａ
ｇａ

市

営

住

宅

入

居

者

募
集

申
込
晝
配
布
期
間
６
月
９
日
水
～

2
2日
天

配
布
場
所
住
宅
課
・
各
支

所
　
受
付
期
間
６
月
1
6日
水
～
2
3日

水
　
受
付
場
所
市
役
所
本
館
二
階
大

会
議
室

※
入
居
資
格
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は

広
報
ま
つ
ど
６
月
５
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

筒
住
宅
課
住
宅
政
策
係

登
3
6
6
・
７
３

薬

剤

の
無

償
交

付

と

噴
霧

機
の

貸

し

出
し

道
路
側
溝
や
排
水
路
か
ら
発
生
す

る
蚊
・
ユ
ス
リ
カ
、
ど
ぶ
ネ
ズ
ミ
等

を
駆
除
す
る
た
め
、
薬
剤
の
無
償
交

付
と
噴
霧
機
の
貸
し
出
し
を
行

い
ま

す
。
鬩
保
全
課
環
境
衛
生
係

容
3
6
6
・
７
３

雑

草

地

の

適

正

管

理

の

お

願

い

空
き
地

の
伸

び
過

ぎ
た
雑

草

は
近

隣
の
迷
惑
ど
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

空

き
地
等

の
所

有
者

（
管
理

者
）

は

雑
草
の
刈
り
取
り
に
ご
協
力
ぐ
だ
さ

い
。
市

で
は
草

刈
機

を
無
料

で
貸

し

出
し

て

い
ま
す

。

ま
た
左

表

の
雑
草
刈

り
取

匯（
業

者

の
あ

っ
せ

ん
も
行

い
ま
す

。

刈

り
取

り
料

金
一
回
目

五

十
五
円

・
二
回
目

四
十

五
円

（
一
平

万

メ
ー

ト

ル
当

た
り

・
税
別
）

※
搬
出

・
傾
斜

地
等

は
別

途
見
積

り

と
な

り
ま

す
。

業者名 電話番号

㈲日誠会 S364-9631
サンエス商会 容04ﾜ1-93-3095

㈱ハナノイ 公3∠16―499ﾜ

銜労協センター事業団 003-59ﾜ8-2188

富士興運㈱ 昔〇∠口4-43-8833

㈲誠緑化興業 ．容3 ∠44―0670

㈲ユーキ商会 S391-1326

千葉工務店 ． S392-132ﾜ

㈲建宝商事 £5392―5ﾜ81

㈲白井環境サービス 昔04ﾜ4-92-0ﾜ69

問
保
全
課
環
境
衛
生
係
昔
屁
・
７
３

３

（

り

納める保険料

所得割

世帯内の加

入者の総収

入に応じて

計算

均等割

世帯の加入

者数に応じ

て計算

平等割

一世帯にい

くらと計算

医療費(医療給付額)

を
持
た
ず
治
療
を
受
け
た
と
き

②
あ
ん
ま
、
ハ
リ
、
灸
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
施
術
を
受
け

た
と
き
。
柔
道
整

復
師
に
施
術
を
受

け
た
と
き

⑤
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど

の
補
装
具
代

国
の
負
担
金
等

納
め
る

保
険
料

纈
予
測
さ
れ
る

医
療
費

市

の

特

別

繰

入

金

国
保
に
入
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ
の
他

＝一
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成人歯科健康診査
歯は私たちにとって大切な器官です。食べ物を

咀嚼（そしゃく）し、だ液の分泌をよくして栄養の

消化・吸収を助けてくれます。

また、よく咀嚼することは血液の循環を促し、

脳を活性化させます。このように歯は全身の健康

に大きく影響しています。

そこでふだんから虫歯や歯肉の病気がないかチ

ェックを怠らずに、十分な咀嚼のできる歯と歯肉

の健康を維持するように努めることが大切です。

成人歯科健康診査を受診して、自分の口の状態

を知り、80歳まで20 本以上歯を残せるよう虫歯や

歯肉の病気を予防していきましょう。

團建康課保健係S366-7486

対象…平成12年3月31日現在の年齢が40歳以上の人

内容…口腔(くう)内診査および相談
期限…平成12年3月31日

費用…無料
受診方法…電話で直接、一覧表の委託医療機関に予約

医療機関名 所 在 電話番号

青山デンタルクリニツク 上本郷4465 36ﾜ旧1引

明石歯科医院 本町20-1 新角ビルマF 365-3712

芦田歯科医院 松戸新田389 362-34∠16

植田歯科 松戸134ﾜ 362-3142

宇佐美歯科医院 松戸1689 362-520ﾜ

宇津見歯科医院 胡録台200-2 362-8688

大塚歯科医院 松戸1019 366-26ﾜ9

大山口歯科医院 緑ケ丘1-19 平和マンション2F 362-5992
岡野歯科医院 北松戸1与2 36 ふ4631

oz DENTAL CLINIC松戸2041-2 36 ふ0100

加藤歯科クリニック 北松戸2-ﾜｰ16 36 ふ∠1182

兼坂歯科医院野菊野診
療所

岩瀬618-19 森ビル1F 366-188ﾜ

上本郷歯科医院
仲井町3-2第2アンビルマンシ
ョン2F201

36∠H63ﾜ

北原歯科医院 松戸1307-1 松戸ビル6F 36ﾜｰ5001

北村歯科診療室 仲井町3-ﾜ 稲川ビル3F 368-2371

小泉歯科医院 松戸2058 365-2233

皓歯クリニック 本町1ﾜｰ11 芹沢ビル4F 36｢み2350

小根本歯科クリニック 小根本51-2-204 36 ふ1ﾜﾜ1

小林歯科クリニック 根本13-5 364-1616

小山歯科医院 小山816-15 36ﾜｰ1053

斉藤デンタルクリニツク 松戸1-1150 ニューハイム松戸2F 368-2551

佐藤歯科医院 根本5-1根本グリーンコーポ2F 36ﾜｰ15∠18

嶋崎歯科クリニック 松戸1-11刀 マチビル3F 36∠1-66ﾜ５

シュン歯科 稔台6ふ16 水野コーポ103 365-3823

スギタ歯科医院 栄町ふ162 365-3945

砂長歯科医院 稔台1ﾜ2 362-08ﾜ3

太陽歯科クリニック 本町1｢み23 368-6829
タウン歯科 稔台100-5 クミアイビル2F 36ﾜ 刈8 ∠1

高田歯科医院 上本郷301 36 ふ680ﾜ

高橋デンタルクリニツク 稔台94ﾜｰ10 曽我ビル2F201 392-ﾜ014

武田歯科医院 松戸新田2?9 365-2232

中村歯科医院 上本郷210&4 オビ第2ビル1F 361-7ﾜ36

平岡歯科医院 本町2-3 平野ビル4F 36∠1-6666

平岡歯科医院 松戸新田47 ふ29 368-8200
平山歯科 松戸11ﾜ8 小松ビル4F 36ﾜｰ9631

福武歯科医院 仲井町2-8 364 刀363

藤歯科医院 松戸新田5ﾜ8 368-3260

町山歯科 上本郷902-1 362-3000

松戸歯科クリニック 松戸114ﾜ 涌井ビル4F 36ﾜｰ6520

松戸ダンタルクリニック 松戸1292-1 364-5308

南花島歯科診療所 南花島1-1ﾜｰ8 365-3ﾜ96

稔台歯科 稔台107-4 36ﾜｰ660｢7

宮本歯科医院 根本9-1ﾜ 362-28'ﾜ6

森歯科医院 本町21刀 362-2700

湯浅歯科医院 根本9-ﾜ 36 ふ6480

医療機関名 所 在 電話番号

あんびる歯科医院 馬橋105 340-014 ∠1

恩田歯科医院 中和倉120 ニュー恩田ビル2F 3∠1ふ2325

金子医院 西馬橋蔵元町129 3∠42-9812

神谷歯科医院 中和倉18ふ4 34 ふ8958

くらもち歯科医院
新松戸2-114-2プラザニュー松

戸4F
3∠1ふ1224

蔵元歯科医院 西馬橋蔵元町38 斜 ふ8ﾜ82

くろかわ歯科 新松戸ﾜｰ16ふ12 3∠10-4618

けいあい歯科 西馬橋蔵元町ﾜ6 図 ふ5回ﾜ

東風歯科医院 馬橋189ﾜ 341-3219
小谷歯科医院 新松戸ふ1∠凵 3∠15-2815

小林デンタルクリニツク 西馬橋相川町6-1 y4 岫引５

佐藤歯科医院
新公戸1苟3新手公戸プラザハイ

ツ301 342-1834

白石歯科医院 八ヶ崎608-2ゲリーンヒルﾊヶ崎1043∠1ふ5ﾜ11

新松戸歯科 新松戸1^98 3∠15-1536

新松戸石崎歯科医院 新松戸∠卜15ﾜ 3∠1∠1-4128

新松戸総合歯科診療所 新松戸4-101 斜∠卜6320

高野歯科医院 横須賀1-21-2 341-2596

高橋歯科クリニック 新松戸南2-96-2 3∠1∠卜5162

とうない歯科 新松戸3-18 幸谷ビル2F 346-3213

長岡デンタルクリニツク 新松戸ふ255 ｙ ∠卜1391

中和倉歯科医院 中和倉5ﾜ8 3∠11-6290

八ヶ崎斉藤歯科医院 八ヶ崎680-1 342-5143

藤田歯科医院 西馬橋2-19-1 泓ﾜｰ9ﾜ23

ニツ木歯科医院 ニツ木ﾜ571 ラツクフィづレド1F 3∠1ふ5ﾜﾜﾜ

小児歯科ポプラ診療室 新松戸ふ2ﾜ5 3∠15-89∠囗

本間歯科 馬橋2545-3 341-3045

まつばら歯科 西馬橋3一席5 ニューパレスⅢ102 348-1846

よこ山歯科医院 新松戸6刀4 3∠16-∠Lﾜ89

医療機関名 所 在 電話番号

稲富歯科クリニック 秋山110-1シーアイマンション101 391-8148

植田歯科クリニック 和名ケ谷1∠128-3 392-5665

大橋歯科医院 下矢切ﾜ2 362-ﾜ506

オコヒラ歯科 三矢小台1-2-4 365-4180

小松歯科医院 高塚新田549-7 392-4180

漱畑歯科医院 三矢小台2-10-6 36ﾜｰ0120

長島歯科医院 下矢切153 36 ふ3321

中村デンタルクリニツク 高塚新田138-298 391-6683

本山歯科医院 三矢小台ふ9-4 362-49ﾜ3

森歯科医院二十世紀が

丘診療所
二十世紀が丘美野里町1ﾜ1 368-8336

森本歯科医院 三矢小台2-16-2 360-1955

わたなべ歯科
二十世紀が丘丸山叩6 平第2ビ

ル2二
391-0808

医療機関名 所　 在 電話番号

あべ歯科医院 小金3 高橋ビル3A 342-2281

板野外科歯科 小金4顔 345-383ﾜ

伊藤歯科医院 ニツ木151-2 斜 ふ6900

おおくま歯科医院 中金杉1-280 346-8800
大谷口歯科クリニック 大谷口38ふ13 348-8841
岡田歯科医院 大谷口副５ 3∠11-1460

外苑歯科松戸診療所 小金原9-2∠囗８ 34 ふ0224

きよしヶ丘歯科診療所 小金きよしヶ丘1-1ふﾜ 3∠1ふ6862

国谷歯科医院 中金杉3-1ﾜ5 345-0056

栗ヶ沢歯科 小金原6-8-10 3∠13-6956

小金原歯科 小金原∠卜1ふ30 346-6408

斉藤歯科医院 小金原ﾜｰ35-25 3∠1ふ1325

殿平賀歯科医院 殿平賀52-14 3∠11-ﾜ5ﾜ6

生木歯科医院 小金原4-36-10 斜∠卜6326

塙歯科医院 小金原5-32-6 3∠12-10ﾜ0

ハヤカワ歯科 小金原ふ15-5 3∠16-3535

半田歯科医院 小金16-5 34∠卜5280

平井歯科医院 小金顏3 北小金ビル2F 3∠11-6451

藤井歯科医院 小金原8-2-3 345-1 〇∠囗８

宮坂歯科医院 小金きよしヶ丘1-12-10 3∠11-285ﾜ

谷津歯科医院 小金原6-5-10 3∠1ふ2020

横山歯科医院 小金原1-26-19 34 ふ4585

吉田歯科クリニック 小金原2-2-26 3∠1ふ3592

渡辺歯科クリニック 小金きよしケ丘1-∠1-1 斜 ∠ﾚﾜﾜ34

医療機関名 所 在 電話番号

新井歯科医院 五香南2-30-2 384-7ﾜ08

有井歯科医院 五香西2-35-1 385-52∠巧

岩井歯科医院 金ケ作408-535 38夕2696

追立歯科医院 常盤平ふ29-ﾜ 38ﾜｰ545ﾜ

大久保歯科診療所 六実5-25-2 38∠1-1982

大越歯科 六実∠卜5-1石原ビル2F 385-5164

恩田歯科クリニック 常盤平5-25-11 386-6∠182

片山歯科医院 常盤平ふ2-8 38ﾜｰ2916

河上歯科医院 常盤平西窪町5-1 388-1654

五香歯科医院 常盤平5-18-3蓮池ビル3F 38∠1-ﾜ556

コタニゲリーン歯科 日暮1-12-6 386-2ﾜ38

後藤歯科 常盤平5各1 サンヴィラ常盤平Oﾜ 38∠ﾚﾜ566

桜井歯科医院 常盤平1-29-3駅ビル2F 38∠卜13ﾜ8

三徳歯科 常盤平5-19-1 386-4182

高橋歯科医院 松飛台刀-5 38ﾜｰ26ﾜ9

高柳歯科医院 沼南町高柳14ﾜ＆∠1
04ﾜ1-91-

4950

常盤平歯科医院 常盤平1ふ15 38∠1-1220

なおい歯科医院 六高台ﾜｰ59 38ﾜｰ6455

長坂歯科医院 六実6-39-21 385-3ﾜ88

成島歯科 常盤平ﾜｰ19-14 38ﾜｰ0894

ニトリ歯科クリニック 日暮1-ふ1 及川ビル2F 38ﾜｰ1182

野本歯科医院 常盤平西窪町22-25 386-3055

橋本歯科医院 常盤平5-13-8 38∠ﾚﾜ266

原歯科医院 常盤平6-19-2 38ﾜｰ819ﾜ

東歯科医院 常盤平ﾜ耳3 388-1∠198

日暮歯科医院 日暮5-55 386-3394
平賀歯科医院 常盤平4-11-5 38ﾜｰﾜﾜ14

平賀デンタルオフィス 常盤平1-22-5 コダンビル2F 388-3188
福島歯科医院 常盤平双葉町∠1-11 38ﾜｰ1096

ふま歯科医院 六高台8-146-18 383-0600

牧の原斉藤歯科医院 牧の原435-4 385-2788

松飛台歯科医院 松飛台259-5 384-2862

三国歯科医院
五香南2-1ﾜｰ8 サンバティーク

マンション1F
38 ふ11ﾜ0

宮嶋歯科医院 五香南1-14-5 38ﾜｰ0068

六実後藤歯科医院 六高台2-8ふ2 38∠卜1223

森元歯科医院 日暮2-5-1ワ清尋ビル2F 386-6811

やぎぬま歯科医院 金ケ作408-143 ミヤマビル2F 385-3399

やばしら歯科 金ヶ作24-1 第5泉ビル2F 385-3591

やばしら歯科駅ビル診

療所
日暮1牛2 駅ビル2F 38 ∠卜∠1182

山本歯科医院 串綺南町26 389-88 副

ゅうかリ歯科 常盤平柳町12-2 388-0620

脇谷歯科クリニック 六高台6-ﾜ0 384-1580

児

童

手

当

６

月

期

分
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し

ま

す児
童
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６
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２

～
５
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預
金
口
座
に
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み

ま
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。
６
月
1
0
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米
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降

に
受
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取
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く
だ

さ

い
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対
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①
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成
1
0
年

度

の
現

況
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期
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内
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提

出
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引
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に
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申
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要

件
①

三

歳
未
満

の
児
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を
養

育

し
て
い
る
こ
と
②
保
護
者
の
前
年
の

所
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が
制

限
額
未

満
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あ
る
こ

と

支

給
額
月
額

第
一
子

・
第
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千

円
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第
三
子

以

降
一
万
円

（
申

請
し
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翌
月
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か
ら
支

給

さ
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ま
す
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受
付

窓
口
援
護

課
・
市
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課
・
各
支

所

問
援

護
課

援
護
係

登
3
6
6
・
7
3
4
7

児

童

手
当

現

況

届
（
更

新

手

続

）

の

提

出

を

児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
人
は
毎

年
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
け
は
、
毎
年
６
月
１
日
現
在

の
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

現
況
届
け
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

ぴ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
６
月
１
囗
㈹
～
3
0日
水

受
付
窓
口
援
護
課
・
各
支
所

※
現
在
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
現

況
届
の
用
紙
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付
し
ま
す
。

問
援
護
課
援
護
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容
3
6
6
・
7
3
4
7

松

戸

市

水

道

事

業
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催

６
月
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日
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午

後
６
時
3
0
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か
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会
場
市
役

所
別

館
地
下

一
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研
修

室

※
傍
聴

で
き

ま
す

（
二
十

人
ま

で
）
。

議
題

は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

用
当
日
会
場
で
、
午
後
６
時
か
ら
先

着
順
に
受

け
付

け

嚮
水
道
部
総
務
課
昔
3
4
1
・
0
4
3
0

松
戸

市

公

民

館

運

営
審

議

会

を

開
催６
月
５
日
出
午
後
１
時
か
ら
　
会

場
総
合
福
祉
会
館
二
階
視
聴
覚
室

※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
題
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

荷
矢
切
公
民
館
昔
3
6
8
・
1
2
1
4

新

規
学

校

卒

業

者

求

人

説
明

会

（
事

業
主

向

け

）

６
月
３
日
米
午
後
２
時
～
３
時
3
0

市 分

心

会
場
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
（
柏

内
容
①
学
卒
求
人
の
取
り
扱

い
お
よ
び
募
集
・
選
考
に
つ
い
て
②

改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
つ
い

て
③

各
種
支
援
措
置
（
助
成
金
）
に

つ
い
て

黯
松
戸
公
共
職
業
安
定
所
求
人
企
画

部
門

登
3
4
8
・
6
1
0
0

「
危
険
物
　
一
手
先

読
む

確
か
な
点
検
」

６

月
６

日
脚
～
1
2日

出
は

危
険
物

安
全
週
間
で

す

醫

消

防
昜
予
防
課

昔
3
6
3
・
１

１
１

１
内

線
2
0
7

児童扶養手当・特別児童扶養手

当の額が4月分から変わります

手当名 新 旧

①児童扶養手当

(全部支給)
42,3ﾜO 円 42,130 円

②児童扶養手当

(一部支給)
28,350 円 2βﾊﾟ90円

③特別児童扶養

手当（1級）
51,550 円 引,250 円

④特別児童扶養

手当（2級）
3∠1,330円 34,130 円

⑤特別障害者手

当
26,860 円 26,ﾜ00 円

⑤障害児福祉手

当
14,610 円 14,520 円

⑦福祉手当

(経過措置)

圜①②援護課援護係o366-ﾜ3 ∠|ﾜ、③

～⑦しあわせ課給付係S366-ﾜ3 ∠旧

小金・小金原地区

松戸・明地区
常盤平・五香地区

馬橋・新松戸地区

東部・矢切地区
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情報

※タ イト ルが色 刷り のも のは 、市 等の主 催で す。

市 役 所 の 代 表 電 話 は … …366-1111

代 表FAX は … …363-3200

(松 戸 市 の 市 外 局 番 は047 で す)

市のメールアドレスは…mcity@intership.ne.ip

市のホームページは……http://ｗｗｗ.interchip.ｎｅ.jp/matsudo/

親

子

手

芸

教
室

６
月
1
2日
出
午
後
１
時
～
２
時
3
0

分

会
場
市
民
会
館

内
容
フ
ェ
ル

ト
で
つ
く
る
ピ
カ
チ
ュ

ウ
、
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
で
つ
く
る
ピ
ン
ク
の
う
さ

ぎ
　
対
象
小

・
中
学
生
と
保
護
者

定
員
先
着
五
十
人
　
費
用
無
料

圃

電

話

で

青

少

年

相

談

員

連

絡

協

議

会
（
こ

ど

も

課

内

）

昔

沺

・
７

３

’にａ
４

へ
「

家

庭

教
育

学

級

合

同

開

級

式
」

記

念
講

演

会

６
月
１
日
㈹
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
市
民
会
館

内
容
死
を
紡
い
で

い
の
ち
を
織
る
～
人
と
人
、
共
に
も

と
め
て
　
講
師
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
人
権
・
情

報
セ
ン
タ
ー
全
国
事
務
局
長
・
五
島

真
理
為
氏
　
費
用
無
料

舞
矢
切
公
民
館

昔
沺
・
1
2
1
4

立

詩

吟

舞

踊

講

習

会

①
６
月

１
日

～

７
月
1
3
日

（
６
月

丿
日
を
除
く
）
の
毎
週
火
曜
日
〔
全
六

回

〕
②
６

月

９
日

～
2
3
日

の
毎

週
水

曜

日
〔
全
三

回
〕
、

各
午

後
１

時
～
４

時

会
場

①

松

戸
市

民

セ
ン

タ
ー・

・
五
香
市
民
セ
ン
タ
ー
②
稔
台
市
民

セ
ン
タ
ー
　
費
用
無
料

※
初
心

者
歓
迎

圃

立

詩
吟
舞
踊

愛
好

会

・
小
島

昔
謡

・
2
8
0
9

（
夜

間
の
み

）

ヤ

マ

ベ
釣

り

教

室

毒
箭
講

習
会
＝
５
月
３
日
出
午
後

１
時
～
５
時

会
場
勤
労
会
館

費

用
五
百
円

（
資
料
代
）

実
践
教
室
＝
６
月
６
囗
㈲
午
前
５

時
～
午
後
６
時

会
場

鬼
怒
川

（
栃

木
県
真
岡
市
）
　
費
用
実
費
（
交
通

費
・
エ
サ
代
な
ど
二
千
百
円
程
度
）

圃
松
戸
釣
り
ク
ラ
ブ
・
井
上

昔
莇
・

松戸地域職業訓練センター(テク721) 講座案内

講 座 名 日　時 定員・費用

ワ

ープロ

パソコン
講
座

ワ ー プ ロ ・ パ ソ コ ン

入 門 講 座

W  i n  d  o  w  s  95

入 門 講 座

①6/ 1(火)・　2團　 午前

②6/16feK)・17困　 午後 各10人

6,000円①6/10 困・11窗　 午前

②6/236W ・24(村　午後

ワープロソフト

一太郎入門講座

6/22W ・23㈲・　　－
24㈹・25廊　　 午剛

各10人

12,000円

(10,000 円)

ワープロソフト

Wo  r d 入門講座

表計算ソフトロータ

ス1迴べB入門講座

表計算ソフト

エクセル入門講座

6/14C月)・15㈲・　 ＿
16㈲・17休)　　午剛

6/ 1 ㈹・2 ぐ水)・　　。
3(木卜4 廊　　 午後

6/19 圉 ・26（土）　 土曜
10人10,000円

(8,000円)

※午前＝午前9時30 分～午後O時30 分、午後＝午後1時30分～4

時30分　土曜＝午前10時～午後3時30 分

マツ牛ントソシユパソコ

ン講座・初心者入門講座

6/3 ㈲ 頓 笊8 ㈲

午前9時30分～正午
5人15,000 円

高齢者向けパソコン講座

ゆっくり楽しくパソコン

講座（対象65歳以上）

6/28 ㈲・29㈹

午前9時30分～正午
5人ﾜ,000 円

新

松
戸

郷

土

資

料

館
公

開
講

座

６
月
５
日
出
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
丿
分

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ

ー
ニ
階
　
内
容
松
戸
の
開
拓
史
～
み

の
１
台

講
師
稔
台
連
合
町
会
長
・

大
井
藤
一
郎
氏
　
定
員
先
着
三
十
人

眥
用
無
料

巫
電
話
で
鱇
新
松
戸
郷
土
資
料
館

登

錮
・
1
9
0
9
（
月

・
火
曜
休
館
）
へ

社

交

ダ
ン

ス

初
心

者

講

習

会

６
月
４
日
～
８
月
2
7日
の
毎
週
金

曜
日
、
午
後
６
時
～
７
時
3
0分

会

場
ハ
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
一

回
八
百
円
（
一
ヵ
月
三
千
円
）

圃

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
赤

い
靴
・
柳
沢

登
圓
・
5
5
4
8

ゆ

か

た

着

付

け

と

生

活

マ

ナ

ー

講

習①
６
月

６
日

㈲

・
９

日

水

・
1
0日

米

・
1
3日

㈲

・
1
6日

水

・
1
7日

米
②

６
月

Ｈ
日

脂

・
1
2日

出

・
1
9日
出

・

2
5日

脂

、
各

午
前
1
0
時
～
正

午

会

場

出
小

金

原
市

民
セ

ン

タ
ー
②

常
盤

平

市
民

セ
ン

タ

ー
　

内
容

簡
単

に
着

’ら

れ

る
浴

衣
着

付
け

と

や
さ
し

い
日

常
マ
ナ
ー
　
持
ち
物
浴
衣
半
金
帯

・
腰
ひ
も
・
帯
板
　
費
用
一
回
五
百

円圜

松
戸

生
活
文

化
協

会

・
安
達

昔
3
4
3

㈲ 公戸地域職業訓練センター（松戸市小金原1の19の3S349-3200)

窓口で受講料を添え、先着順で受け付け

※費用のうち（　）内は当会員事業所または当団体会員メンバーの

場合です。

※パソコン・ワープロ講座については、毎月募集します。

Ｅ

Ｍ

ボ

カ

シ

作

り

＆

ハ

ー

プ

と

寄

せ

植

え

の

講

習

会

ベ
ラ

ン

ダ
な
ど
で

も
手
軽

に
で

き

る
ハ
ー
ブ
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
、
た

い
肥
と
し

て
利

用
価
値

の

高

い
「
生

ご
み
」

の

「
Ｅ

Ｍ

ボ
カ

シ
」

に
よ

る

土

づ
く
り

か
ら

始
め
ま

す

。

６
月
５

日
出

・
６
日

㈲

、
午

後
１

時

～

３
時

丿
分
　

会

場
ち

ば
Ｅ

Ｍ
／

π
'
パ
イ
）
セ
ン
タ
ー
（
日
暮
三
の

二

の
三

）
　
内

容
Ｅ
Ｍ

ボ
カ

シ
作

り
、

ハ
ー
ブ
と
寄
せ
植
え
　
定
員
先
着
三

十

人

費

用

二
百
円

（
花
代
）

圃

電
話

で
ち

ば
Ｅ
Ｍ

／

″
セ

ン
タ

ー

・
村
上

昔
沺

・
8
1
8
2

へ

社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

６
月

１
日
～

３
日

の
毎

週
火
曜
日

〔
全

五
回
〕
、
午
後
７

時

丿
分
～
９

時

会

場
常

盤
平
市

民

セ
ン

タ
ー
　

内

容

ル
ン
バ
ー
ブ
ル
ー
ス
・
ジ
ル
バ
　
対

象
十
八
歳
～
三
十
歳
く
ら
い
の
人
費
用
千
円

鵞

松
戸

青
年

社
交

ダ
ン
ス

サ

ー
ク
ル

・
梅
沢

昔
3
4
5
・
0
2
5
2

（
午

後
６

時
3
0分

以
降

）

盆

養
菊

植

え

込

み
講

習

会

５
月

丿
日
㈲
午
後
１
時
～
５
時

会
場
市
民
会
館
　
費
用
無
料

圃
千
松
菊
花
会
・
結
城

登
沺
・
５
９

８

［
ａ

サ

ン

デ

ー

エ

作

教

室

６

月

①

６
日

②

加
日

の
日

曜

日

、

各
午
後
１
時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
会

場
県
立

現
代

産
業
科

学
館
（
市
川
市

）

内
容
①
紙
飛
行
機
を
飛
ば
そ
弓
②
ぽ

ん

ぽ
ん
蒸

気
船

を
作

ろ
う
　

対
象
小

学
生
　

定
員

当
日

先
着
二

十

人
　

費

用

実
費

（
保

険
料

・
材
料

費
）

圃
県

立
現

代
産
業

科

学
館

昔
詔

・
２

気

功

講
座

６
月
１
日
内
午
後
１
時
～
４
時

会
場
市
民
会
館
　
内
容
老
化
防
止
に

役
立
つ
自
己
健
康
法
　
対
象
六
十
歳

以
上
の
人
　

定
員
当
日
先
着
二
十
人

費
用
無
料

群
柿
田

登
3
6
1
・
5
6
8
2
（
午
前
中
）

身

体

障

害

者

の

た

め

の

無

料

運

転

教

習

期
間
三
ヵ
月
間
（
入
所
日
は
７
月

・
1
0
月

・
１

月

・
４

月

の
月

初

め

）

会
場

身
体

障
害

者
運

転
能
力

開
発

訓

練

セ
ン

タ
ー
（
埼
玉
県

新
座
市

）
　
対

象

身
体

に
障
害

が
あ

り
、
就

職

の
た

め

自
動
車

運

転
免
許

を
取
得

す

る
人

費
用

教
習

料

＝
無
料

、
身
体

障

害
者

専
用
宿
舎
＝
有
料

圜
身

体

障
害
者

運

転
能
力

開
発

訓
練

セ

ン

タ
ー

登
砌
・
4
8
1
・
2
7
1
1

（
月

曜

休
館

）

「

語

り

」

講

座

６
月
2
5
日

、
７
月
1
6
日

、
９

月
1
0

日

・
2
4日

、
1
0
月
８

日

・
2
2日

の
金

曜

日
〔
全

六
回

〕
、
午

前
1
0
時

～
正

午

会

場
タ
ウ
ン
ス
ク
ー
ル
根
本

内
（
根

木

内

小
学

校
内

）
　

講

師

か
た
り
手

た

ち

の
会

・
末
吉
正

子

氏

※
詳
細

は
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ

い
。

棘
恩

田

登
謡
・
5
5
1
9

保
健
・
衛
生

５
月
2
7
日
水
午
前
1
0
時
～
1
1
時
と

午
後
0
時
1
5
分
～
３
時

洳
分

会
場
新
松
戸
駅

前圃
健
康
課
検
診
係
登
鰯

・
7
4
8
7

①

思

春

期

保

健

セ

ミ

ナ

ー

②

三

十

代

か

ら

の

女

性

の

た

め

の

医

学

セ

ミ

ナ

ー

①
６

月
1
8
囗
窗
午

前
1
0
時
～
正

午

内
容

思
春

期

に
お
け

る
男
女

の
性
お

よ
び
親

の
対

応
に

つ

い
て
　

対

象
思

春

期

の
子
ど

も
を

持

つ
親
　

講

師
潮

来

保
健
所

所

長

・
荒

木
均
氏

②
６

月
2
2日

㈹
午

前
1
0
時
～
正

午

内

容
更
年

期
よ
り
「
幸
年

期
」
　
対

象

三

十
～

五
十

歳
代

の
女

性
　

講

師
市

立
病
院

医
師

・
村
山

和
代

氏

①

②
と
も

会
場
市

民
劇

場

定
員

先
着
三
百
人
　
費
用
無
料

※
保
育

あ
り

（
二
歳

以
上

・
十

五
人

ま
で
、
要
予

約
）
。
手

話
通
訳

あ
り

圃

電
話

で
常

盤
平

保
健

福
祉

セ
ン

タ

１

昔
3
8
4・
1
3
3
3

へ

思

春

期

な

や

み

相

談

６
月
1
6囗
團
午
後
２
時
～
４
時
3
0

分

会
場
松
戸
保
健
所

内
容
思
春

期
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
等
の
悩
み
に

関
す
る
相
談
　
対
象
思
春
期
の
子
ど

も
と
そ
の
家
族
　
費
用
無
料

※
予
約
制

圉
電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
班

登
知
・
2
1
2
1

へ

口

腔

保

健

週

間

「

歯

の

健

康

チ

ェ

ッ

ク

」

八
十
歳
に

な
っ
て

も
二
十
本
の
歯
を
保
つ
こ
と
を
目
的
と
す
る
運
動
「
八

Ｏ

二
〇
運
動
」
の

一
環
と
し
て

、
歯
科
医
師
に
よ

る
診
査

、

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を
行
い
ま
す

。

日
時
日
月
５
日
出
午
後
１
時
3
0
分
3
時
　
会
場
中
央

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

費
用
無
料

圜
健

康
課
保
健
係

昔
鰯
・
7
4
8
6

６

月
1
9
日

出

午

後

１

時

～

４

時

会

場
千

葉
市
民

会
館

内
容

医
療

講

演

＝
「
小

児
期

の
慢

性
腎

疾
患

の
治

療

の
現

況
」
国

立
療

養
所
千

葉
東

病

院
小

児

科
医

長

・
宇
田

川

淳

子

氏

、

「
小

児
腎
不

全

の
治
療

の
現
況

」
国

立

佐
倉

病
院
小
児

科
医

長

・
川
村
研
氏

、

教
育
講

演

＝
「
こ

れ
か
ら

の
病
弱

児

教
育
」
県
立
二
戸
名
擁
護
学
校
校
長

・
林

ト
シ
子

氏
、
体

験
発

表

・
質

疑

応
答
な
ど
　
定
員
百
人
　
費
用
無
料

圃
千
葉
「
腎
炎
・
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
児
」
を

守

る
会

登
０

４
７
４

・
Ｓ

・
９

１
４

結

婚

ま
で

あ

と
チ

ョ

ッ
ト

・
新

婚

ホ
ヤ

ホ

ヤ

講

座
～

幸

せ
な

家

庭

づ

く

り

の
た

め
に

６
月
1
2日
出
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
4
5
分
会
場
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
内
容
①
安
心
し
て
妊
娠
・
出

産
を
迎
え
る
た
め
に

＝
愛
育
病
院
産

婦
人
科
医
師
・
加

膝
季
子
氏
②
日
ご

ろ
の
健
康
管
理
・
健
康
情
報
な
ど
＝

健
康
課
保
健
婦
　
大
賞
未
婚
ま
た
は

新
婚
の
男
女

二

人
で
も
参
加
歓
迎
）

費
用
無
料

圉
６
月
1
0日
米
ま
で
に
、
電
話
で
常

盤
平
保
健
福
祉
セ
ン
タ
１

登
3
8
4
・
1

3
3
3
へ

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予

防
接
種
を
左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
生
後
三
ヵ
月
以
上
四
歳
未
満
で

予
診
票
を
持
っ
て

い
な
い
人
は
、
直

接
中

央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
各
支

所
の
市
民
健
康
相
談
室
の
窓
口
、
ま

た
は
（

ガ
キ
に
下
記

の
要
領
で
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
生
後
三
ヵ
月
に
な
ら
な
い
と
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

類
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

容
茹
・

ハガキ記入要領

・ ツ ベルク リン 反 応

・ＢＣＧ予防 接種 申

し 込 み

・ 郵 便番 号と 住所

・ 保 護者 氏名

・ 子ど も の氏 名

●子ど も の生 年月 日

・ 電話 番 号

ツベルクリン反応・ＢＣＧ日程表

会 場 ツベルク
リン反応

判定
・BCG 時間

中央保健福祉センター
6/22 叫

7/27 ㈹

6/24休）

午
後１

時
Ｓ２

時
巧
分

八
予
診
票
が
あ
れ
ば
予
約
不
要
心

7/29W
松飛台市民センター 6/ 9㈲ 6/11窗

東部市民センター 6/ 2團
7/12(3)

6/ 4銜
馬橋東市民センター 7/14㈲
健 康増 進 セ ン タ ー

常 盤平 保 健 福 祉 セン タ ー

常 盤平 市 民 セン ター

6/28(1月) 6/30fek)

6/ 7(月) 6/ 9㈲
7/260月) 7/28㈲

明市民センター 6/14(1月) 6/16fetO

古ヶ崎市民センター 6/ 8(火) 6/1OW
稔 台 市 民 セ ン タ ー

小 金 原 市 民 セ ン タ ー

6/29W 7/ 1困

7/13W 7/15(*)

新松戸市民センター
6/150*0 6/17(衫

7/14$. 7/16窗

小金保健福祉センター
6/23困 6/25廊

7/21㈲ 7/23窗
馬橋市民センター 7/19㈲ 7/21 (*)
六実市民センター別館 7/ 7㈲ 7/ 9銜

二十世紀が丘市民センター 7/ 6㈹ 7/ 8困

講
座
・
講
演

松
戸
市
献
血
推
進
　

千
葉
「
腎
炎
・
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
児
」

を
守
る
会
県
大
会
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ス

ポ
ー
ツ

弓

道

市

民

遠

的

大

会

兼

県

民

大

会

選

手

選

考

会

６

月
1
3日

㈲
午

後
１

時
か
ら

〔
雨

天
中

止
〕
　

会
場
東

京
武

道
館

遠
的

場

（
千
代

田
線

綾
瀬
駅

下
車

）
　

対

象

車

内
在

住

の
成
人

で
、
県

民
大

会

（
９
月
2
5
日

出

・
2
6日

㈲
）
に
参
加

で

き
る
人
　
費
用
千
円

軍
午

後
Ｏ
時
3
0分
支
で
に
当
日
会
場
で

圜

松
戸
市

弓

道
連
盟

事
務
局

・
熱
田

昔
3
4
2・ｎ
乙［
ａ
７

１

ソ

フ

ト

バ

レ

ー
ボ

ー
ル

ー
フ

ァ

ミ

リ

ー
バ

ド
ミ

ン

ト
ン

教

室

６
月
６
日
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
常
盤
平
第
一
小
学
校
体
育
館

戴

用
百
円

（
保
険
料
）

圃
当
日
会
場
で

黯
休
育
指
導
委
員

よ
（
戸

昔
3
8
9
・
８

初

級

者

ゴ

ル

フ

教

室

①
６

月
１
日

～
2
9
囗

の
毎

週
火

曜

日

②
６
月

２
囗

～

洳
日

の
毎

週
水

曜

日
〔
各

全
五

回
〕
、
午

後
３

時
～
５

時

会
場
松

戸

グ
リ

ー
ン

ゴ
ル

フ

（
松

戸

新

田
）
　

定
員

先
着

各
十

人

持
ち

物
ゴ
ル
フ
用
具
　
費
用
六
千
円
（
施

設

使
用
料

・
ボ
ー
ル
代

）

圉

電
話

で
ス

ポ

ー
ツ
課

昔
沺
・
9
2

4
1

へ

七

人

制

ラ

グ

ビ

ー
大

会

６
月
2
7囗
㈲
午
前
９
時
～
午
後
４

時

会
場
陸
上
自
衛
隊
松
戸
駐
屯
地

ラ
グ
ビ
ー
場
対
象
市
内
在
住
・
在

勤
の
チ

ー
ム
　
定
員
先
着
十
六
チ
ー

ム
　
費
用
一
チ
ー
ム
一
万
円

圃
電
話
で
松
戸
市
ラ
グ
ビ
ー
協
会
・

阿
部

登
3
8
8
・
5
0
3
9
（
夜
間
の
み
）

へ

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

教
室

６
月
～
７
月
の
①
毎
週
月
曜
日
午

前
1
0
時
～
正
午
②
毎
週
木
曜
は
午
前

1
0時
～
正
午

会
場
①
金
ケ
作
公
園

庭
球
場
②
栗
ケ
沢
公
園
庭
球
場

対

象
成
人
　
費
用
月
二
千
円

軍
各
会
場
で
常
時
受
け
付
け

圃
松
戸
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
高

橋
登
就
・
1
4
3
3

テ

ニ
ス

ダ

ブ

ル

ス

選
手

権

大

会

①
７
月
４
日
②
７
月
1
1
日
～
2
5
日

の
日
曜
日
、
各
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
対
象
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
ク
ラ
ブ
の
人
　

種

目
①
一
般
男
子
②
一
般
男
子
・
女
子

・
壮
年
　
費
用
一
組
千
五
百
円

圃
６
月
1
1
日
次
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

所
定

の
申
込
用
紙
で
、
〒
ｍ
］－
8
6

9
1
松
戸
北
郵
便
局
私
書
箱
十
二
号

松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
へ

※
申
込
用
紙
・
大
会
要
綱
は
九
十
円

切
手
を
張

っ
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

舞
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・
平
木
容
3
3
0

一
輪

車

教

室

５
月
3
0
日
～
６
月
2
7
日
の
毎
週
日

曜
日
〔
全
五
回
〕
、
午

前
1
0時
～
正

午

会
場
運
動

公

園

対
象

小
学
生

定

員
先
着
四
十
人
　
費
用
無
料

用
直

接
ま

た
は
電

話
で

ス

ポ
ー
ツ
課

昔
沺
・
9
2
4
1

へ

ス

ト

レ

ッ
チ

ー
リ

ズ

ム
体

操

体

験
①
５
月
2
6日
～
６
月
1
6日
の
毎
週

水
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
②

５
月
2
8日
～
６
月
1
8日
の
毎
週
金
曜

日
、
午
前
９
時
3
0
分
～
1
1
時
〔
各
全

四
回
〕
　
会
場
①
松
飛
台
市
民
セ
ン

タ
ー
②
運
動
公
園
小
体
育
室
　
対
象

成
人
女
性
定
蘚
各
十
人
費
用
各

一
回
三
百
円

奥
①
②
ど
も
当
日
会
場
で

嚮
①
ユ
ー
カ
リ
体
操
ク
ラ
ブ
・
杉
浦

登
誣
・
0
0
8
3

②
永

金
会
体
操
ク

ラ
ブ
・
服
部
昔
莇
・
0
3
6
2

催

し

物

ゲ
ン

ジ

ボ

タ

ル

観
賞

会

６
月
４
日
圃
・
５
日
出
午
後
７
時

3
0
分
～
８
時
2
0
分
会
場
2
1
世
紀
の

森
と
広
場
（
中
央
口
か
ら
の
み
入
園

で
き
ま
す
）
　
費
用
無
料

※
東
駐
車
場
の
み
利
用
可

（
有
料
）

鵞
松
戸
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
登
3
8
4

・
8
2
8
0

（
月
・
火
・
水
・
木
曜

日
の
午
前
1
1
時
～
午
後
４
時
）

矢

切

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

５
月
3
0
日

㈲
午

前
1
0
時
～

午
後
１

時
〔
雨
天
の
場
合
は
６
月
６
日
㈲
〕

会
場

北
総

線
矢
切

駅
前

広
場

内

容

子

ど
も
服

・
雑

貨

・
家

電
品

か
ら

地

場

野
菜
な

ど
約

六
十
店

群

矢
切

フ
リ

ー
ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

実
行

委

員
会

・
荒

井

昔
3
6
2・
7
4
3
3

ケ

ア

ハ

ウ

ス

「
リ

バ

ー
サ

イ

ド

ヴ

ィ

ラ
」

バ

ザ

ー

６
月
1
3日
㈲
午
前
Ｈ
時
～
午
後
２

時
会
場
ケ
ア
ハ
ウ
ス
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ヴ
ィ
ラ
（
根
本
内
一
六

匸
　

内
容

バ
ザ
ー
・
模
擬
店

※
バ
ザ
ー
用
品
の
提
供
大
歓
迎
（
取

り
に
伺

い
ま
す
）

羆
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ヅ
イ
ラ
昔
辺
・
０

松

戸

さ

つ

き

会

花
季

展

示

会

５
月
2
5囗
㈹
～
Ｊ
囗
㈲
午
前
９
時

～
午
後
６
時

会
場
運
動
公
園
体
育

館

内
容
銘
花
・
盆
養
・
銘
木
な
ど

舞
松
戸
さ
っ
き
会
・
芦
田

登
窕
・
６

き

よ
し

ケ

丘

公

園

子

ど

も

ま

つ

５
月
3
0囗
㈲
午
後
１
時
か
ら
　
会

場
小
金
き
よ
し
ケ
丘
公
園

内
容
竹

細
工
・
木
工
遊
び
・
手
作
り
お
も
ち

や
・
子
ど
も
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

起
震
車
体
験
な
ど
　
費
用
百
円

圃
千
田
登
3
4
5
・
7
2
8
7

親
子

で

遊

ぼ

う

会
（
追

加

募

集

）

実
施
日
６
月
～
1
0月

の
①
水

曜
日

②
木
曜
日
、
各
午
前
1
0
時
～
1
1
時

会
場
①
常
盤
平
児
童
福
祉
館
②
女
性

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
対
象
三
歳

児

（
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
８

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
　
内
容
児
童

館
職
員
の
指
導
の
も
と
で
、
自
由
遊

び
・
集
団
遊
び
な
ど
　
定
員

①
四
人

②
二
人
（
各
先
着
順
）
　
費
用
無
料

崋
電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館
昔
3
8
7

・
3
3
2
0

（
月
曜
休
館
）
　へ

県

民

の

日

「
東
葛

ふ

る
さ

と

フ

ェ

ア

」

６
月
６
日
㈲
午
前
1
0時
3
0分
～
午

後
２
時

会
場
西
口
公
園
（
松
戸
駅

西
口
下
車
徒
歩
五
分
）
　
内
容
東
葛

地
域
の
特
産
品
の
展
示

・
即
売
、
観

光
Ｐ
Ｒ
、
福
祉
フ
ェ
ア
等

圃
千
葉
県
東
葛
飾
地
域
県
民
セ
ン
タ

ー
公
莇
・
りａ
Ｏ
０
８

県

民

の

日

フ

ァ
ミ

リ

ー
シ

ア

タ

ー

「
み

に

く

い

ア
ヒ

ル

の

子

」

６
月
1
9日
出
①
午
前
1
0時
～
午
後

Ｏ
時
世

安
居
午
後
１
時
1
5分
～
３
時

1
0分

会
場
市
民
会
館

定
員
各
千

二
百
十
二
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

圃

６
月
９
日
水
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
申
込
者
全
員
（
一
枚

に
つ
き
五
人
ま
で
）
の
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
・
希
望
時
間
・
返
信
用

あ
て
名
を
記
入
し
て
、
一
7
2
7
1
1
8
5

6
0
松
戸
市
小
根
本
七
千
葉
県
東
葛

飾
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
「
フ
ァ
ミ
リ

ー
シ
ア
タ
ー
」
係

（
昔
3
6
5
・
3
0
0

8
）
へ

市

民

ダ
ン

ス

パ

ー
テ

ィ

５
月
3
0日
㈲
・
６
月
５
日
出
各
午

後
１
時
3
0分
～
４
時
3
0分
　
会
場
森

の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
社
交

ダ
ン
ス

費
用
五
百
円

頁
寺

中

音
3
4
4
・
6
3
5
0

テ
ク
ノ
2
1
地
域
ふ
れ
あ
い
ま
つ

６
月

５
日

出

・
６

日

㈲
午
前
1
0
時

～
午

後
４

時

会
場

松
戸

地
域

職
業

訓
練

セ
ン

タ

ー
（
小

金
原

一

の
一
九

の
三

）
　
　内

容
物
作

り

フ
ェ

ア
、

バ

ザ
ー
、
採

れ

た
て
野
菜

・
花

の
販
売

、

木
工

・
刃
物

製
品

の
販

売
、
名
工

に

よ

る
刃

物

作
り

の
実
演

ほ
か

※
車

で
の
来
場

は
ご
遠

慮
ぐ
だ

さ
い
。

圜
松

戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
（
テ

ク
ノ

言

登
3
4
9
・
3
2
0
0

コ

ン

サ

ー
ト

「
未

来
へ

の

風

」

６
月
６
囗
㈲
午
後
２
時
3
0分
～
４

時
3
0分

会
場
市
民
会
館

内
容
合

唱
・
和
太
鼓
演
奏
費
用
千
五
百
円
、

中
・
高
校
生
八
百
円
、
小
学
生
五
百

円肩
東
葛
合
唱
団
は
る
か
ぜ
・
桑
原

音

χ

・
3
5
1
7

バ
ル

ー
ン

を

使

っ
て

ピ
エ

ロ

と

遊

ぼ
う

５
月
2
8囗
蚩
午
後
３
時
か
ら
　
会

場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
風

船
を
使

っ
て
動
物
や
花
な
ど
を
作
る

対
象
四
歳
～
小
学
生
　
費
用
三
百
円

（
風
船
付
き
）

圃
キ
ッ
ス

バ
ル
ー
ン
の
会

・
柿
沼
昔

0
7
0
・
５
５
４
２

・
３
９
６
｛
Ｓ
｝

お
知
ら
せ

松

戸

商
工

会

議

所

「
シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

ア

ド
バ

イ

ザ

ー
」

募

集

内
容
商
店
経
営
に
対
す
る
消
費
者

ニ
ー
ズ
等
の
情
報
を
商
店
経
営
者
に

提
供
　
大
賞
市
内
在
住
で
二
十
歳
以

上
の
平
日
に
活
動
可
能
な
人

※
採
用
さ
れ
た
人
に
は
記
念
品
を
進

呈
し
ま
す
。

圃
６
月
1
5日
火
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
応
募

動
機
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
1
0
0
9

2
松
戸
市
松
戸
二
〇
六
〇
松
戸
商
工

会
議
所
商
業
課
（
登
涙
・
3
1
1
1

叫
3
6
5
・
0
1
5
0

）
　へ

松

戸

市

俳

句

大

会

５
月
3
0
日
㈲
午
後
１
時
開
会
　
会

場

市
民
劇

場

内

容
「
百

鳥
」
主

宰

・

大

串
章

氏

の
記
念

講
演

ほ
か
　

選
者

鈴

木
栄

子
氏

・
小

島
健
氏

・
遠

藤
若

狭
男
氏
・
鳴
門
菜
奈
氏
　
費
用
無
料

奈
作
品
の
応
募

は
締

め
切
り
ま
し

た
。

羆

松

戸
市

俳
句
連
盟

・
大
井

容
3
6
3
・

東

葛

ま

ち

づ

く

り

交

流

会

６

月

６

日

㈲

午

後

１

時

～

６

時

会

場

県

立

手

賀

の

丘

少

年

自

然

の

家

（
沼

南

町

）
　

内

容

東

葛

地

域

（
六

市

一
一
町

）

を

中

心

と

し

た

「
ま

ち

づ

く

り

」

の

担

い

手

が

集

ま

り

、

ま

ち

づ

く

り

に

関

す

る

情

報

・

思

想

・

手

法

等

を

学

習

す

る

交

流

会

①

環

境

・

福

祉

・

ま

ち

づ

く

り

な

ど

の

テ

ー

マ

別

分
科
会
②
交
流
パ
ー
テ
ィ
　
費
用
二

千

円

筒
松
戸
ま
ち
づ
く
り
父
流
室
事
務
局

（
㈱

松

戸

市

都

市

整

備

公

社

内

）
登

沺

・

戸ｈ
冫
Ｌ１
１

ｑ
ａ

囲

莇

・
（
ｈ

Ｉヾ

Ｉ

り
Λ・

朗

読

フ

ァ
ン

タ
ジ

ー

６
月
1
0日
米
午
後
１
時
丿
分
～
３

時
3
0分

会
場
市
民
劇
場

内
容
朗

読
の
発
表
　
費
用

二
百
円

鵞
朗
読

グ
ル
ー
プ
紫
陽
花
・
三
浦
登

莇
・
8
9
8
5

土

屋

文

化

振

興

財

団

が

助
成

金

を
支

給

対
象
県
内
の
文
化
振
興
を
目
的
に

活
動
し
て
い
る
個
人
・
団
体
　
助
成

分
野
基
礎
医
学
・
伝
統
芸
能
・
音
楽

・
演
劇
・
絵
画

・
工
芸
・
彫
刻
・
ス

ポ
ー
ツ
　
助
成
金
一
件
に
つ
き
百
万

円
以
内
　

募
集
期
間
６
月
１
日
火
～

８
月
２
日
側
　
贈
呈
式
1
1
月
１
日
側

圜
膳
土
屋
文
化
振
興
財
団
容
巓
・
３

納

期

内

納

付

に

ご

協

力

を

５
月
3
1日

㈲
は
軽
自
動
車
税
（
全

期
）
の
納
期
限
で
す
。
納
め
忘
れ
の

な

い
よ

う
に
お
願

い
し
ま
す
。

覬

収

納
課
管

理
係

登
一
’一
・
７

３
２

〔
ス
ポ
ー
ツ

用
品

・
楽
器
〕
エ
レ

ク
ト

ー
ン
二
千

円
◆

バ
イ

ク
用

シ
ュ

ー
ズ

（
サ
イ

ズ
５
・
５
付
）
　ヘ
ル

メ
ッ
ト

セ

ッ
ト

（
サ
イ

ズ
Ｓ

）
無

料
◆

女

性
用

ス
キ

ー
セ

ッ
ト

キ

ャ
ス

タ
ー

バ
ッ
ク

付

き

（
板

回
付

／
靴
2
3
・
５

付
）

無

料
◆

男

性
用

ス
キ

ー
セ

ッ
ト

（
板

沺

驚
／

靴
2
5
・
５

付
）

無
料

〔
日
用

雑
貨

〕
都
市

ガ
ス
用

湯
沸
器

千

円
◆

茶

道
用
円

卓

・
更
好

棚
セ

ッ
ト

一
万

円
◆

室
内

用
伸

縮
物
干

し
千

八

百

円
◆

お
ひ

な
さ

ま

（
七
段

飾
り

）

セ

ッ
ト

無
料
◆

回

転
式
（

ン

ガ
ー
一

万

円
◆

パ
イ

プ
イ

ス
無
料
◆

ミ
ニ
四

駆

の
コ

ー
ス
二
千
円
◆

邦
画

ビ

デ
オ

七
本

セ
ッ
ト
三

千
円
◆

と

う
製

ピ

ク

ニ

ッ
ク
セ

ッ
ト
五
千

円
◆

七

つ
製
ス

リ

ッ
パ
ラ

ッ
ク
無

料
◆

と

う
製

傘
立

て
無
料
◆

ポ
ー

タ
ブ
ル
ト

イ
レ

用
の

手
す
り
一
万
円
◆
お
も
ち
ゃ
箱
五
百

円

◆

ふ
ろ

の
ふ
た
千

円
◆

卓
上

カ
セ

ッ
ト
コ

ン

ロ
千

円
◆

結
納

セ

ッ
ト
五

千
円

匣

５
月
2
8
日

次

〔
当
日

消
印

有
効
〕

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
【
品

物

一
点

に

つ
き

】
人

一
枚
）
　・
価

格

・
住
所

・
氏
名

・
電

話
番
号

（
昼

間

お
勤
め
の
人

は
勤

め
先

の
電
話

毎
号
）

を
記
入

し
て

、

〒
票一－
0
0
7
3

松

戸

市
小

根
本

七
の

八
京
葉

ガ
ス
Ｆ

松

戸
第
ニ
ヒ

ル
松

戸
市

消
費

生
活
課

消

費
生
活

係

へ

※
相
手

の
紹

介
は
月

初

め
に
抽
選

し

当

選
者
に

連
絡
し

ま
す

。
紹
介

後

は
自

主
交

渉
に

な
り
ま

す

。

○
次
回
掲
載
分
に

つ
い
て

品
物
を
譲
り
た

い
人
は
、
５
月
2
8

日
次
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
一
人
三
点
ま
で
）
。
６
月

2
5囗
号
に
掲
載
し
ま
す
。
価
格
は

二

万
円
ま
で
で
、
衣
料
品
・
食
料
品

・

自
転
車
な
ど
は
扱

い
ま
せ
ん
。

舞
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

登
3
6
6
・

○
譲
り
ま
す

〔
家

具
〕
座
卓

無
料
◆

ス

ラ
イ
ド
式

本

棚
二
千

五
百

円
◆

ペ
ン
チ

チ

ェ
ス
ト

三
千
円

◆

整
理

だ
ん
す
二

千
円
◆

収

納

箱
三
千
円

◆
和

だ

ん
す
三
千
円

◆

洋
服

だ

ん
す
五
千

円
◆

宝
石

陳
列

ケ

ー
ス
一
万
円

〔
電

気
用
品
〕
二

槽
式

洗
濯
機

無
料

・

二
千
円

◆

電
子

レ
ン

ジ
無
料
◆

電
気

ス

タ
ン

ド
二
千
円

◆

ゴ
ー
ス

ト
対
策

用
Ｔ
Ｖ
チ
ュ
ー
ナ
ー
三
千
五
百
円
◆

冷
蔵
庫
三
千
円
◆
子
機
付
き
留
守
番

電
話

千
円
◆

電
気

ポ
ッ
ト
千
円
◆

パ

ソ

コ
ン

一
万

円

〔
子

供
用
品

〕
ス

ウ
イ
ン

グ
ラ

ッ
ク
ニ

千
円
◆
（

イ

ア
ン
ド

ロ
ー
ラ

ッ
ク
三

千
円
◆
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
千
円
二
点
◆

母
乳

パ
ッ
ト
無

料
◆
三

輪
車
三

千
五

百

円
◆

ペ
ビ
ー

バ
ギ

ー
五
百
円
◆

ベ

ッ
ド
メ
リ

ー
千
五

百
円
◆

洋

式
ト
イ

レ
補
助

便
座

千
五

百
円
◆

お

ま

る
千

円

◆

プ
レ
イ

ジ

ム
千
円
◆

歩
行

器
千

五
百
円

◆

ベ
ビ

ー

バ
ス
チ

ェ

ア
ハ

百

円
◆

ペ

ビ
ー

バ
ス
無
料

・
五
百

円

・

千
円
◆

搾
乳

器
千

円
二

点
◆

Ｂ
型

ベ

ビ
ー
力

士
（

百
円

◆
Ａ

型

ベ
ビ

ー・
力

上

二
千
円

・
五
千

円

・
七
千
円

・
一

万

円
（
レ

イ
ン

カ
バ

ー
付

き
）
◆

ベ
ビ

ー
ベ
ッ

ド
三

千
円

よ
（

千
円

・
一
万

円
◆

お
む

つ
ラ
イ

ナ

ー
無
料
◆

紙

お

む

つ

（
パ
ン

ツ
型

Ｍ
）

七

パ
ッ

ク
七

千
円
◆

は
乳

ビ
ン
六
百
円

◆

は
乳

ビ

ン
収

納

ケ
ー
ス

五
百
円
◆

調

乳

ポ
ッ

ト
五

百
円

こ

一
千

円
◆

お

ん
ぶ

だ
っ

こ
ひ

も
無

料

・
千

五
百

円

こ
二
千
円

◆
チ

ャ
イ

ル

ド
カ

ー
シ

ー
ト
七
千
円

・
九
千
円

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
へ



広報まつど1999 年(平成11年)5月25日

見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝

期日 内 容（☆は有料） 開演時間 問い合わせ先

6/ 1 ㈹ 家庭教育学級合同開級式・記念講演会 10:00 教育委員会矢切公民館　Q368-1214

６(日)東葛合唱団はるかぜ第5回コンサート ☆ 14:30 東葛合唱団はるかぜ・桑原昔38ワー3引 ワ

12 圉 たきもとモダンバレエスタジオ発表会 15:30 たきもとﾓﾀﾞﾝﾊﾞﾚｴｽﾀ ｼﾞｵf13∠L5－引94

13(日)松戸市合唱連盟　合唱交歓会 12 二30松戸市音楽協会　　　Q383 ―0111

20 日 松戸矢切高校吹奏楽部第15回定期演奏会 口:00 県立松戸矢切高校・石井0368- ∠口41

※月曜日は休館

期 間 内 容 問い合わせ先

5/26 卜30( 日)松戸市書連展 松戸市書道連盟　　　　　　 容362-42 引

6/ 1 灰卜11 窗 松戸・東葛地区高校美術展 市立松戸高校　　　　　　O385-3201

4銜～6( 日)青い鳥こどもの美術展 尾崎　　　　　　　　　0344-4996

15 灰卜27 日 松戸市美術展 教育委員会社会教育課　　　o366 ―ﾜ462

開館時間…午前10 時～午後6時　※月曜日は休館

期 日 内 容（☆は有料） 開演時間 問い合わせ先

奈

ﾉし

5/28 銜
宗次郎スペシャルコンサート

「まほろぱ」　　　　　　　　 ☆
18:30
MIN-ON チケットセンター

R03 ―3226 ―9999

30(日)
県民芸術劇場松戸公演

ニユーフイル千葉十須川展也　☆
14:00 聯松戸市文化振興財団　　O384-5050

6/ 2 團 美川憲一コンサート　　　　　　☆ 14:30
18:30
シップス　　　　　003-5414-5511

6(日)
松戸シティフィル第21 回定期演奏

会　　　　　　　　　　　　 ☆
1∠1二００ 松戸シティフィル・平野　 登364-9ﾜ6ﾜ

12 圉
伊東ゆかり＆中尾ミエコンサート

☆

14:30

18:00
労音東葛センター　　　　0365-9911

19 圉 ゲレン・ミラーオーケストラ　☆ 18:30 聯松戸市文化振興財団　　S384-5050

20(日)
よこすかウインドアンサンブル第

20回記念コンサート
14:00
よこすかウインドアンサンブル・渋谷

S368-1454  (夜間)

小
ホ

｜ル

5/27  (*)長崎新吾とフラインゲス　　　☆ 18:00 労音東葛センター　　　　S365-9911

28 窗
ウォルターデラハントハーレー

ピアノリサイクル　　　　　　☆
19:00
松戸ハーモニークリエイション事務局

Q362 一〇585

29 圉 15周年記念歌謡祭の集い 13:00 堀越歌謡研究会・堀越　　 登363-24ﾜ1

30(日) 12人のチェロの仲間たち定期演奏会14:00 12人のチェロの仲間たち･北野S344-3322

6/ 5 圉 ミュージカル「太陽の子」　　☆ ロﾆ30 劇団天童　　　　　　　　 昔38ワー8ﾜ16

12 ㈹ 常盤平学園音楽教室第26 回発表会
13二00

18:00
中台富子　　　　　　　　S385-4351

13(日)ピアノコンサート 12:30 西文代　　　　　　　R386 ―0523

18 銜
松戸市民カラオケ歌謡協会ゆうか

り歌の祭典
9:30 ゆうかリ・高田　　　　　 昔38ワー9988

19 出
第18回松戸六実高校吹奏学部定期

演奏会
16:00 県立松戸六実高校・小谷野登385-5ﾜ91

20(日) 第8回元山音楽教室コンサート 12:30 元山音楽教室　　　　　　S389-ﾜ998

22 灰）
松戸子ども劇場「おしゃべりなパ

ントマイム」　　　　　　　　☆
18:30 松戸子ども劇場・藤田　　S386-9154

※月曜日は休館

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス　　 、1

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています]

≫366 ―0010

平日 午後4時30 分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　≪368 ―3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

≪365 ―3430

衛生会館内　午後８時～11 時

※終了時間間際に来られるときは、あ

らかじめ電話確認を

松戸市の市外局番は０４７です。

期日 内 容（☆は有料） 開演時間 問い合わせ先

5/266K) カラオケコンテスト 18:00 冨永くに子　　　　　　容3∠凵-3623

29 ㈹ 日本歌曲コンサート　　　　　　　　☆ 1ﾜ:00 石井亮太郎　　　　　　O383-0111

30(日)第3回松戸市俳句大会 13:00 大井東一路　　　　　　S363-3185

6/ 4 銜 中央学院大学音楽部コンサート 16二30 浅野健一　　　Q090-3908-2ﾜ96

5圉 梅本雅弘ギターリサイタル　　　　　☆ 19:00 梅本雅弘　　　　　　　登364-491ﾜ

６(日)
ピアノ発表会 9:30 佐藤園恵　　　　　　　登365-4620

ピアノ発表会 13:30 田中美智子　　　　　　 公362-0542

10(*) 朗読グループ紫陽花朗読発表会　　　☆ 13:30 三浦喜代子　　　　　　登365-8985

12 圉 三谷康人講演会 14:00 清沢さちえ　　　　　　 容343-1565

13(日)第5回カラオケ生涯学習成果発表会 10二00 金井松江　　　　　　　登386-8689

18 窗 思春期保健セミナー 10:00 市健康課　　　　　　　登366-ﾜ486

19 圉 ピアノ発表会 16:00 笹田圭子　　　　　　　登364-1424

20(日)松戸子ども劇場「ザ・パントマイム」☆ 19二00 洲崎美紀　　　　　　　S386-9154

22(火)思春期保健セミナー 10二00 市健康課　　　　　　　昔366-ﾜ486

24 困 カラオケコンテスト 18:30 冨永くに子　　　　　　S341―3623

※月曜日は休館

期間 5/27 困まで 5/28R} ～6/10 休） 6/1 m ～6/24  W

東
稔アート会員作品展

匿二瓶B368-05ﾜ9

東風美術会絵画展

開]俵谷公3引-4005

松戸版画の会木版画展
開国府田S345-4 引０

西
ユイカルチヤークラブ油彩展

匿山口S366-2626

第3回ステンドグラスアトリエ

貴子作品展

開]金津0361-6803

カントリーハート・ドール教

室展

圃成川S362 ―448ﾜ

期間・催し物 内　　　容

7/4(1日)まで

徳川昭武の幕末

滞欧日記

徳川昭武は］86ﾜ年（慶応3年）パリ万国博覧会に将軍の名代として参加。万博

の行事を終えた昭武は、欧州各国を歴訪したのちパリで留学生活に入りました。昭武

は、兄である将軍慶喜より3年から5年の留学生活を命じられていましたが、明治維

新により志半ばで帰国し水戸藩主に就任しました。今回の展覧会では、当時14歳の

昭武が残した日記を中心に展示を行い、昭武の見た19世紀の世界を展観します。

主な展示品昭武直筆の日記・フランスの昭武にあてだ徳川慶喜直筆書簡・スイス大統領より贈られた昭

武肖像入り金時計 一昭武着用の陣羽織・昭武のフランス土産品り86ﾜ 年パリ万国博覧会の写真

入館時間…午前9時30分～午後4時30分（月曜日は休館。ただし、祝日は開館し翌日休館）

入館料…一般60円、高・大学生40円、小・中学生20円

※毎月第2・4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

期 間 内 容

6/1C灯ヽ-30(7$午後1時
15分・3時15 分から

上映(土･日･祝日は午

前11時からも上映)

ハイビジョン映像「大自然スペシャル　四季・母なるブナの森～東北・白神

山地」＜上映時間44分＞

ﾜ月：「生きもの地球紀行　山形県鳥海山麓～サケが遡る清流の四季」＜上映

時間44 分＞　会場講堂　観覧無料

7/11  (I日)まで

'98ワイルドライフ写真大賞展　内容BBC ワイルドライフ誌とロンドン自然

史博物館主催の自然写真を対象とした写真コンテストの入選作品85点を展示

会場企画展示室　観覧一般300 円(240 円卜 高大学生巧○円(100 円)・小中学

生100 円(60円)〔(　)内は団体料金/20 人以上。常設展示は別料金〕

6/20 斜

午後窟卜3 時

講演会「ガンダーラの仏塔を掘るIV」 内容パ牛スタン・ガンダーラ地方の

仏教寺院跡の発掘に参加した学芸員による調査報告と日本の仏教文化との比

較について　講師市立博物館学芸員 会場講堂 定員当日先着80人 費用無

料

江戸時代旅装束試着体験毎月第旧 曜日午後1時・2時・3時・4時から各回男女各1人

圏電話で市立博物館試着体験係S384-82ﾜ2 へ

休館日月曜日（祝日は開館し、翌日休館）・第4金曜日・年末年始(12/28 ～1/4)　 開館時間午

前9時30分～午後5時（入館は午後4時30 分まで）　常設展観覧料一般300 円(240円卜 高大学生

拓O 円(100円卜 小中学生100 円（60円）〔（　）内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2・第4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

ガイドツアー（展示解説）毎日午前10 時・午後2時から30分間（参力［］者は観覧料が必要です）

○お気軽にご相談＜ださい　
６ 月の相談あんない ○

対目談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

相談名 期 日 時 間 会 場 圖 相談名 期 日 時 間 会 場 亘

市政･一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談室

卍
聯
孚

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ H

縣

U

簒 務

366局
ラ 松
幃

７局

7(月) 馬 橋支所交通事故 午前9時～午後5時

㈹ 六実支所
法律相談

(予約制)

毎週月･火･木曜日 午後1時～5時

市
役
所
相
談
コ

｜ナ

｜

収 小金支所
第1月曜日 午前9時～正午

2團 常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時 2冰） 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 3團 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(S363-6278) でも行っています。

不動産相談 毎週水曜日 午後1時～5時 心

配

ごと

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ

社ｊ

ヅ

？

7㈲ 馬 橋支所
外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午

㈹ 六実支所
住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

1(火) 小 金支所
労働相談 第1・第3 月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
2冰)・16團 常盤平支所

※顫動相談は東葛飾支庁商工労政課(S361 ―4089)でも行っています。 2團・16C*) 新松戸市民センター

巡

回

年

金

相

談

1(火)

午前10時～午後3時

常盤平支所 ※　 国
衣　 民
記以　 年

外　
金

の　 課
㈹

民 ・ 係
年 ７
金 ３
課 ５へ ２

3床・17團 小金原市民センター

4淦） 小金 支 所 痴ほう介護相談(予約制) 25(金) 午後1時～4時 社会福祉協議会

8(火) 小金原支所
ゆ う ま つ ど

こころの相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女 性セン ター

（相談 室直通）

O363-0505

第2～第4木曜日11(金) 馬 橋支 所
第1木曜日 午後2時～8時

15(火) 六 実支 所
女性就業相談 火･金曜日 午前10時～午後4時

18(金) 新松戸支所
パ ー ト 労 働

悩みご と相談 状
午後1時30分～

午後4時30分

女 性セン ター

S364-877822(火) 矢 切 支 所

25蚩 東 部支 所 就学相談( 予約制)
月～金曜日

午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教 育 研 究 所

≫366-7461
消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時

消費生活センター
S365-6565

教育相談( 予約制)

青少年相談( 電 話)
月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少 年セン ター

R363-7867育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)
月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北松戸保育所
S367-4646 青少年相談( 来所)

〔予約制〕
午前9時～午後5時

少年セン ター
R366-7464※住宅課S366-7366 、商工観光課0366-7327

?1世紀の森と広場パークセンター

博物館

戸定歴史館

松戸駅市民ギャラリー
粢のホール21

文化ホールギャラリー

市民会館 市民劇場

期 間 内 容

展

石
5/25  C火卜6/ 6( 日) 「パステル画展～穏やかに晴れわたる午後」　新咲清彦氏

搾

工i‾

6/12  (±>午前10 時～11 時30分 昆虫ウオツチング　講師自然解説員・前園泰徳氏

１２は)午後2時～3 時 季節の見どころ歩き　案内役パークセンター職員

19  CD午前10 時～11 時30分 バードウォッチング　講師自然解説員・首藤美恵子氏

圃当日パークセンターで 定員先着25 人 費用無料　※雨天中止

相
談

毎週水・土・日曜日と祝日午前

10時～正午と午後1時～3時30分

みどりの相談員による花や緑に関する相談(電話でも受け

付けます)

開館時間…午前9時～午後4時30分　※月曜日は休館
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